
市制施行60周年

～宿毛市誕生のとき～
今月の主な内容
●第4回豊ノ島杯
　　ちびっこ相撲大会開催
●文教センターだより
●市議会だより

 

・・・5
・・・6～7

・・・・・・・・9～19

●軽自動車税の
　　改正のお知らせ
●人権フェスティバル開催
●行事予定

 

・・・・・・・・・20
・・・22

・・・・・・・・・・・・・・・・25

人のうごき
（26．10．1現在）

世帯数�10,240� 13
人　口�21,960�－14
 （男）� 10,316� －4
 （女）� 11,644�－10

9 月 中 の
異動状況

出生�11
死亡�26
転入�44
転出�43

前月比

　今回は片島の写真をご紹介します。上
の写真の船は、昭和３０年ごろ別府航路
を運航していた「すくも丸」です。別府
航路は、山口廻漕店によって昭和１４年
ごろから運行されていて、現在の宿毛フ
ェリーが運航している佐伯航路の基とな
りました。
　右の写真は瀧本木材で、片島の東側（一
島の対岸）を北向きに撮影したものです。

写真提供：笠木康弘さん

写真撮影：河野写真舘さん
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②

　
１０
月

２６
日
以
降
分
と
し
て
労
働

者
に
支
払
う
賃
金
は
、
１
時
間
６

７
７
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
労
働
基
準
監
督
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
１
４
８

第
4
回
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い

て
の
講
義
と
実
技
指
導
を
受
け
て
、

実
際
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
※
雨
天
中
止

日
　
時

　
１１
月
８
日

（土）
　
９
時
〜

１１
時

集
合
場
所

新
田
公
園
（
宿
毛
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
西
）

コ
ー
ス
　
咸
陽
島
周
遊
（
約
７
㎞
）

申
込
締
切
　

１１
月
６
日

（木）

定
　
員
　

３０
名
程
度

参
加
料
　
無
料

※
タ
オ
ル
、
飲
料
水
な
ど
を
持
参

し
、
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
習
中
の
傷
害
な
ど
に
つ
い
て

は
、
応
急
手
当
ま
で
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
体
育
協
会

　
蕁
６
３
―

５
５
５
４

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

２７
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

開
催
日
　
平
成

２７
年
１
月
３
日

（土）

受
　
付
　

１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

式
　
典
　

１３
時

３０
分
〜

記
念
撮
影
　

１４
時
〜

交
流
会
　

１５
時
〜

１６
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の

あ
る
方
、
ま
た
は
父
母
（
保
護
者
）

の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ
る
方

申
込
方
法

・
平
成

２６
年

１０
月

１４
日
現
在
、
宿

毛
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生

年
月
日
・
性
別
・
保
護
者
の
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
住
所
・
電
話

番
号

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
さ
れ
た

方
に
は
、
確
認
の
メ
ー
ル
を
送

信
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

１１
月

２８
日

（金）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
生
涯
学
習
課

 （
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
薨
６
３
―

２
６
１
８

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.kochi.jp

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た

　
１０
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
　
美
津
子
（
再
任
）

岡
添
　
鐡
見
　
（
新
任
）

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
、
各

職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
た
ち
の
相
談
相

手
で
す
。
法
務
局
と
連
携
し
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
高
知
地
方

法
務
局
四
万
十
支
局
（
四
万
十
市
右

山
五
月
町
３
―

１
２
・
蕁
０
８
８
０

―

３
４
―

１
６
０
０
・
平
日
８
時

３０

分
〜

１７
時
）
で
は
、
い
つ
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

地
デ
ジ
対
策
工
事
の
申
し
込

み
は
、お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す　
国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度

は
、
平
成

２７
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
地
デ

ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
本
年

１２
月
中
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
５
７
０
―

０
７
―

０
１
０
１

無
料
人
権
相
談
所
開
設

　
相
続
、
セ
ク
ハ
ラ
、
児
童
虐
待

な
ど
人
権
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ

い
て
、
弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

開
設
日
　

１１
月

１０
日

（月）

時
　
間

　
１３
時
〜

１５
時
（
１
人

３０
分
以
内
）

場
　
所

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
０
０

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
小
筑
紫
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一
　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治
　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、

１０
月

２６
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
コ
ー
ナ
ー

11月

霜  月
November
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かくにんじゃ

お急ぎください!!
お急ぎください!!

〜
た
め
ら
わ
ず
　
知
ら
せ
て

つ
な
ぐ
　
命
の
輪
〜

　
１１
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す
。
虐
待
を
受
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
方
や
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る

こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
福
祉
事

務
所
、
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
連

絡
・
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

　
宿
毛
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
蕁
６
３
―

１
１
４
７

　
高
知
県
幡
多
児
童
相
談
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

３
１
５
９

求
職
者
対
象
の
移
動
相
談

　
仕
事
を
お
探
し
の
方
が
効
果
的

な
求
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個
別

に
相
談
を
受
け
ま
す
。（
相
談
無
料
）

日
　
時

　
１１
月

２６
日

（水）
　

１１
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
、
雇
用
保

険
受
給
者
証
と
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

①
求
職
支
援
（
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
指
導
な
ど
）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
活
用
方
法

③
し
ご
と
体
験
講
習
案
内

④
能
力
開
発
の
た
め
の
相
談

　（
職
業
訓
練
制
度
に
つ
い
て
）

⑤
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
直
近
の
就
職
情

報
の
提
供

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
経
営
者
協
会
就
職
支
援
室

　
蕁
０
８
８
―

８
７
１
―

０
９
８
７

子
育
て
支
援
と
児
童
虐
待
防
止

に
関
す
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
地
域
で
子
育
て
を
支
援
し
て
い

る
関
係
機
関
と
と
も
に
、
子
育
て

や
児
童
虐
待
に
関
す
る
知
識
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。（
参
加
費
無
料
）

日
　
時
　

１１
月

１３
日

（木）

　
　
　
　

１３
時

３０
分
〜

１５
時

３０
分

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

演
　
題
　「
響
き
あ
い
の
親
子
支
援
」

講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ン
ガ
ル
ー
の
会

　
澤
田
　
敬
　
先
生

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局

　
蕁
６
５
―

７
６
６
５

子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
ま
し
た

　
高
知
県
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
等
設

置
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
、
高

砂
公
園
に
子
ど
も
見
守
り
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１０

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

公
衆
ト
イ
レ
へ
の
破
壊
行
為
や
ご

み
捨
て
な
ど
の
迷
惑
行
為
が
横
行

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、犯
罪
・
迷

惑
行
為
な
ど
の
抑
制
・
未
然
防
止

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
土
木
課
　
蕁
６
３
―

１
１
２
６

 
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
蕁
６
３
―

４
１
９
７

糖
尿
病
教
室
の
ご
案
内

　
血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
悩

ま
れ
て
い
る
方
や
ご
家
族
な
ど
、

興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
　

（
定
員

２０
名
）

日
　
時

●
第
2
回

　
１１
月
９
日

（日）
　

１３
時
〜

１４
時

３０
分

①「
糖
尿
病
の
薬
に
つ
い
て
」

「
あ
な
た
の
飲
ん
で
い
る
サ
プ
リ
、

ほ
ん
と
う
に
大
丈
夫
？
」

薬
剤
師
　
尾
崎
真
利
子

②「
糖
尿
病
患
者
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
（
足

の
お
手
入
れ
）
」

　「
あ
な
た
の
足
、
大
丈
夫
？
」

　
糖
尿
病
療
養
指
導
士
　
田
中
千
明

③
「
献
立
の
立
て
方
と
嗜
好
食
品
」

　
管
理
栄
養
士
　
野
村
　
愛

●
第
3
回

　
１１
月

３０
日

（日）
　

１３
時
〜

１４
時

３０
分

①
「
実
際
に
血
糖
値
を
測
っ
て
み
よ

う
」

　
臨
床
検
査
技
師

　
野
町
真
由
・
川
窪
美
乃
莉

②
「
運
動
療
法
に
つ
い
て
」
　
　
　

　
理
学
療
法
士
　
今
橋
一
幸

③
「
コ
ツ
を
お
さ
え
て
、
お
正
月
を

楽
し
も
う
」

　
管
理
栄
養
士
　
井
上
那
奈

場
　
所

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院
３
階

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
内
科
外
来
看
護
師
　
新
見

　
蕁
６
６
―

２
２
２
２

【問い合わせ先】
　福祉事務所　蕁６３―１１１４

　給付金の支給対象者となる可能性のある方
には、７月末に申請書を郵送しています。まだ、
申請をされていない方はお早めに申請をお願
いします。
　支給対象者となられる方でも、申請期間内
に申請がないと、支給されませんのでご注意
ください。

●●●申請がないと、支給されません●●●

申請期間
　8月1日（金）～11月28日（金）
　8：30～17：15（土・日・祝日を除く）
　※郵送の場合は消印有効
申請場所
　福祉事務所

臨時福祉給付金
子育て世帯臨時特例給付金

11/28
まで



④

公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課
 

蕁
6
3
｜

1
0
0
9

ご冥福をお祈りします

片島

平田町戸内

幸町

闍村富久一

伊豆　美好

切詰多津子

68

83

60

（平成26年9月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成26年9月受付分）

平田町東平1丁目

港南台2丁目

幸町

田井奏乃介

大野由佳乃

張　　子睿

北斗

里美

文　

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家
族

な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
市
民
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

そうのすけた　い

ゆ　か　のおおの

つーるいじゃん

高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
等
学

校
創
立
６０
周
年
記
念
事
業
の

ご
案
内

　
高
知
県
立
宿
毛
工
業
高
等
学
校

は
、
本
年
で

６０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
本
校
発
展
の
節
目
と
す
る
と

と
も
に
、
本
校
の
教
育
の
充
実
と

躍
進
を
願
っ
て
、
創
立

６０
周
年
記

念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
　

１１
月
８
日

（土）
　

●
記
念
式
典
　

１３
時
〜

●
記
念
講
演
　

１４
時

３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
工
業
高
等
学
校
体
育
館

演
　
題

　「
好
奇
心
と
先
見
性
」

講
　
師

　
海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
館
長

　
宮
脇
　
修
　
氏

●
祝
賀
会

　
１７
時

３０
分
〜

場
　
所
　
ス
ワ
ロ
ー
会
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
工
業
高
等
学
校

　
蕁
６
６
―

０
３
４
６

「
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
」
を
開
催
し
ま
す

　
講
演
の
ほ
か
、
楽
し
い
催
し
物
（
マ

ジ
ッ
ク
、
踊
り
、
大
正
琴
な
ど
）

や
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
作
業
所
の
出

店
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
笑
顔
の

写
真
を
募
集
し
、『
笑
顔
の
写
真
展
』

を
開
催
し
ま
す
。
応
募
方
法
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
　
時

　
１２
月

１０
日

（水）

　
受
付
９
時

３０
分
〜

場
　
所

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

演
　
題

「
笑
い
と
こ
こ
ろ
の
健
康
　
〜
笑

顔
は
全
て
を
良
く
す
る
万
能
薬
〜
」

講
　
師

　
高
知
笑
い
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
代
表
　

　
味
元
哉
憲
　
氏

主
　
催

幡
多
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
フ
ォ

ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
福
祉
保
健
所
健
康
障
害
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
１
２
４
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モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ

ナ
ー
『
心
が
つ
く
る
人
生
』

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（火）
・

１９
日

（水）

　
１９
時

３０
分
〜

２１
時

３０
分

場
　
所

　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所

講
　
師

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研

究
所
　
社
会
教
育
講
師

　
浜
本
勝
利
（
広
島
県
）

　
堀
内
康
司
（
岡
山
県
）

参
加
費
　
１
、５
０
０
円

主
　
催

　（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

※
テ
キ
ス
ト
「
心
新
た
に
生
き
る
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

食
の
講
演
会
の
お
知
ら
せ

日
　
時

　
１１
月

２９
日

（土）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時
　

場
　
所

　
宿
毛
市
森
林
組
合
２
Ｆ
会
議
室

演
　
題

「
ち
ゃ
ん
と
飲
み
食
い
す
る
と
は
？

〜
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
ス
ロ
ー
シ

テ
ィ
〜
」

講
　
師

丸
井
一
郎
　
氏
（
高
知
大
学
人
文

学
部
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
土

と
い
の
ち
」
理
事
長
）

定
　
員
　
１
０
０
名
程
度

参
加
費
　
３
０
０
円

　【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

す
く
も
夢
い
っ
ぱ
い
会
・
ゆ
う

き
で
元
気
部
会
　
山
本
博
司

　
蕁
６
３
―

３
３
３
１

　
｜■■　
０
９
０
―

５
９
１
５
―

２
４
８
４

第
2
弾
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

日
　
時

　
１１
月

２４
日
（
月
・
祝
）

　
１０
時
〜

１５
時
（
雨
天
中
止
）

場
　
所

新
田
公
園
（
宿
毛
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
西
）

内
　
容

♪
海
上
保
安
署
制
服
試
着
体
験

♪
子
ど
も
撮
影
会
（
ヘ
ア
メ
イ
ク

付
き
）

♪
子
ど
も
抽
選
会

♪
音
楽
・
打
楽
器
で
遊
ぶ

♪
ア
フ
リ
カ
太
鼓

♪
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
・
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
店
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ワ
ー
ル
ド
ス
マ
イ
ル

　
｜■■　
０
９
０
―

５
９
１
０
―

０
９
８
９
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県
内
の
中
学
生
が
科
学
・
数
学

の
思
考
や
技
能
を
競
う
「
科
学
の

甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
高
知
県
大
会
」

が
、
８
月

３１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
は
、
チ
ー
ム
戦
に
な

っ
て
い
て
、
理
科
や
数
学
な
ど
の

複
数
の
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
る
筆

記
競
技
だ
け
で
は
な
く
、
も
の
づ

く
り
の
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
必
要
と
す
る
実
技
に

も
挑
戦
し
ま
す
。

１８
校

２９
チ
ー
ム

が
挑
ん
だ
結
果
、
片
島
中
学
校
（
チ

ー
ム
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
が
総

合
成
績
１
位
と
な
り
教
育
長
賞
を

受
賞
し
、

１２
月
の
全
国
大
会
（
東
京
）

に
高
知
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
賞
を
喜
ぶ
（
右
か
ら
）

宮
本
　
明
さ
ん
、
小
川
玲
奈
さ
ん
、

田
村
樹
璃
さ
ん
、
樋
口
　
廉
君
、

柴
田
紘
奈
さ
ん
、
松
坂
英
寿
君

〈
生
徒
の
感
想
〉
樋
口
　
廉
君

　
仲
間
と
一
緒
に
難
問
に
挑
戦
し

た
り
、
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら

ロ
ケ
ッ
ト
を
制
作
し
た
り
し
て
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
冬
に
あ

る
全
国
大
会
で
も
チ
ー
ム
で
協
力

し
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

　
本
市
出
身
の
関
取
、
豊
ノ
島
関

が
相
撲
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
、
相
撲
未
経
験
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
７
日

（日）

　
９
時
〜
（
集
合
８
時
）

場
　
所

　
宿
毛
市
相
撲
場
（
和
田
）

参
加
対
象

相
撲
未
経
験
の
小
学
生
（
男
女
不

問
）

競
技
種
別

①
団
体
戦
（
３
人
制
）

・
低
学
年
（
１
・
２
・
３
年
生
各

１
名
）
の
部

・
高
学
年
（
４
・
５
・
６
年
生
各

１
名
）
の
部

※
各
学
年
正
選
手
１
名
、
交
代
選

手
１
名

※
交
代
選
手
は
無
し
で
も
可
。
な
お
、

２
名
で
の
登
録
も
可
。

※
１
学
年
上
の
学
年
に
エ
ン
ト
リ

ー
す
る
こ
と
も
可
。

②
個
人
戦

・
１
〜
６
年
生
ま
で
の
学
年
別

申
込
締
切

　
１１
月

１９
日

（水）
　

１７
時

参
加
料
　
無
　
料

表
　
彰

団
体
・
個
人
戦
と
も
３
位
ま
で

表
彰
（
３
位
決
定
戦
は
行
わ
な
い
）

参
加
賞

　
豊
ノ
島
関
の
サ
イ
ン
入
り
の
手

　
形
色
紙
（
参
加
者
全
員
）

そ
の
他

・
服
装
は
、
各
学
校
の
体
操
服
で
、

男
子
は
上
半
身
裸
と
し
ま
す
。

・
体
操
服
の
上
に
「
ま
わ
し
」
を

つ
け
ま
す
。
「
ま
わ
し
」
は
主
催

者
側
に
て
準
備
し
、
着
用
さ
せ

ま
す
。

・
競
技
中
に
負
傷
し
た
場
合
、
主

催
者
は
応
急
処
置
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
防
寒
着
や
飲
み
物
は
、
各
自
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
駐
車
場
は
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
幡
西
衛
生

処
理
セ
ン
タ
ー
西
側
の
空
き
地

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
昼
食
（
ち
ゃ
ん
こ
鍋
・
炊
き
込
み

ご
飯
）
を
用
意
し
ま
す
。

主
　
催

　
豊
ノ
島
関
宿
毛
後
援
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

　
薨
６
２
―

０
０
７
６

市民祭宿毛まつり2014

　　景品付き協賛券の当選番号発表

お
！
な
か
・
す
く
線
ウ
ォ
ー
ク

宿
毛
の
史
跡
巡
り
と

　
だ
る
ま
夕
日
堪
能
ウ
ォ
ー
ク

　
「
す
く
も
の

２１
人
」
の
史
跡
を
宿

毛
歴
史
館
の
案
内
で
巡
り
、
歴
史

館
も
見
学
、そ
の
後
は
大
島
へ
移
動

し
、
国
民
宿
舎
椰
子
か
ら
だ
る
ま

夕
日
を
観
賞
し
ま
す
。

開
催
日
　

１２
月
６
日

（土）

時
　
間
　

１２
時

１０
分
（
集
合
）

場
　
所
　
東
宿
毛
駅
（
集
合
）

参
加
費
　
２
、０
０
０
円

（
入
館
料
、
夕
食
代
、
保
険
料
込
）

申
込
締
切
　

１２
月
１
日

（月）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
中
村
駅

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

４
９
６
１ 【問い合わせ先】

　宿毛商工会議所　蕁６ ３ ―３ １ ２ ３

　当選番号は協賛券裏のＱＲコード（市民
祭宿毛まつりホームページ）・宿毛市ホー
ムページ・宿毛市役所１階ロビー・宿毛商
工会議所で発表しています。
　協賛券をお持ちの方は、ご確認ください。

平
成
２６
年
度
「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ
ニ
ア
高
知
県
大
会
」

片
島
中
学
校
が
高
知
県
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

第
4
回
　

豊
ノ
島
杯
ち
び
っ
こ
相
撲
大
会
開
催



⑥

※
事
前
申
し
込
み
・
参
加
料
は
不

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

子
ど
も
い
け
ば
な
教
室
・

親
子
折
り
紙
教
室
参
加
者

募
集

●
子
ど
も
い
け
ば
な
教
室

日
　
時

　
１１
月

２９
日

（土）
、

１２
月

２０
日

（土）

　
１
月

２４
日

（土）
、
２
月

１４
日

（土）

　
３
月
７
日

（土）
の
全
５
回

　
１０
時

３０
分
〜

１２
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室
２

講
　
師
　
山
沖
郁
代
さ
ん

受
講
料
　
無
料

対
象
者
　
小
学
生

定
　
員
　

２０
名

持
っ
て
く
る
も
の

花
ば
さ
み
（
普
通
の
は
さ
み
で
も

可
）、
筆
記
用
具
、
生
花
を
持
ち

帰
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

申
込
締
切
　

１１
月

２５
日

（火）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

●
親
子
折
り
紙
教
室

日
　
時
　

１２
月
６
日

（土）

　
　
　
　

１４
時
〜

１６
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室
１

講
　
師
　
林
　
恵
子
さ
ん

受
講
料
　
無
料

対
象
者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も

１
名
に
つ
き
、
保
護
者
１
名
の

組
み
合
わ
せ
）

定
　
員
　

１０
組

持
っ
て
く
る
も
の

　
は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
え
ん
ぴ
つ

申
込
期
間

　
１１
月
１
日

（土）
〜

２７
日

（木）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
面

朗
読
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
坂
本
図
書
館
内
で
、
目
の
不
自

由
な
方
な
ど
に
、
朗
読
者
が
１
対

１
で
資
料
を
お
読
み
す
る
、
対
面

朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
対
面
朗
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

日
程
な
ど
の
調
整
の
た
め
、
事
前

に
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

　
薨
６
３
―

０
１
５
５

坂
本
図
書
館
よ
り
読
書
週

間
行
事
の
ご
案
内

第
６８
回
読
書
週
間

　
１０
月

２７
日

（月）
〜

１１
月
９
日

（日）

標
　
語

　「
め
く
る
　
め
ぐ
る
　
本
の
世
界
」

図
書
館
読
書
ク
イ
ズ

　
図
書
館
内
の
図
書
を
使
っ
て
の

読
書
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
者
に
は
、

抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

期
　
間

　
１１
月
１
日

（土）
〜

１１
月

２７
日

（木）

対
象
者
　
小
・
中
学
生

図
書
企
画
展
示

　「
秋
を
感
じ
よ
う
」

　
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

テ
ー
マ
に
図
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
　
間

　
１１
月
１
日

（土）
〜

１１
月

２７
日

（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

　
薨
６
３
―

０
１
５
５

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺
虫

消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　　
１１
月

１０
日

（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
の
殺
虫
消
毒
を
行
う

た
め
、
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
当
日
は
職
員
（
管
理
人
含
む
）

が
不
在
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

「
す
く
も
の
２１
人
」
の
イ
ラ

ス
ト
利
用
に
つ
い
て

　
缶
バ
ッ
ジ
で
好
評
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
、
宿
毛
が
輩
出
し
た
「
す

く
も
の

２１
人
」
の
イ
ラ
ス
ト
が
、

使
用
料
無
料
で
広
く
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
請
書
な
ど
利
用
方
法
の
詳
細

は
宿
毛
歴
史
館

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

第
２
回
宿
毛
歴
史
講
座

　
５
回
連
続
講
座
の
第
２
回
は

『
江
戸
時
代
の
は
じ
ま
り
と
宿
毛
』

で
す
。

　
山
内
一
豊
の
土
佐
入
封
と
と
も

に
甥
の
可
氏
が
宿
毛
に
領
主
と
し

て
や
っ
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
を

迎
え
て
宿
毛
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
、
関
係
者
の
足
跡
と
と

も
に
見
て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月

１５
日

（土）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

演
　
題

『
江
戸
時
代
の
は
じ
ま
り
と
宿

毛
』

講
　
師

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

よ
し

う
じ

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先
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日
　
　
本
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

洋
　
　
　
　
　
画

作

品

名

氏
　
　
名

書
　
　
　
　
　
道

作

品

名

氏
　
　
名

写
　
　
　
　
　
真

作

品

名

氏
　
　
名

工
　
　
　
　
　
芸

作

品

名

氏
　
　
名

第
５０
回
　

宿
毛
市
美
術
展
覧
会
部
門
別
受
賞
者
名
簿

大

賞

特

選

特

選

特

選

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

新
人
賞

中

筋

川
の
詩

微

睡

む

春
、
未
だ
浅
き
頃

夏

の

畑

で

頼

田

和

子

東

　

孝

子

塩
田
ふ
み
子

大
西
　
香
代
子

ゆ

り

朝

の

光

さ
み
し
い
姿

秋
日
の
山
道

翔

小
島
美
喜
子

山

本

晶

徳

大
久
保
勝
美

山

戸

修

吉

二

神

興

亜

杜

甫

詩

感

千

峯

密

あ

し

引

の

千

峰

鳥

路

与
謝
野
晶
子
の
歌

神

山

屈

宅

松

金

紅

玉

前

闢

白

舟

嶋

　

月

門

田

み

つ

松
沢
佐
登
美

福

島

虹

雨

澤
田
か
よ
子

　

舛

悠

紅

闘

魂

森

の

銀

河

春
ら
ん
ま
ん

久

遠

里
山
の
朝
景

小

人

の

家

海

橋

巡

行

霧

中

満

開

鉄
釉
吹
掛
葉
文
壷

桜
象
眼
花
器

ア

マ

ナ

蕎
麦
釉
花
器

竹

村

章

長

山

育

美

池

康

彦

小
八
木
多
嘉
子

浜

中

伸

也

柴

岡

恵

子

岡

村

恭

子

田

村

昌

之

澤

田

雛

子

西

尾

昌

闍

宮

崎

　

格

山

本

修

代

横

山

樹

里

清

家

壽

申

池

　

康

彦

石

川

雅

章

惜
春
〜
散
る
ほ

ど
に
美
し
く
〜

組

子

細

工

「
亀
甲
紋
様
」

栴

檀

拭

漆

「
安
楽
椅
子
」

幸

せ

呼

ぶ

青

い

カ

エ
ル

第
５０
回
宿
毛
市
美
術
展
覧

会
表
彰
式

　
１０
月

１４
日

（火）
、
宿
毛
市
美
術
展

覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
・
工
芸
の
５
部
門
に
１
３
３

名
（
故
人
を
含
む
）、
１
７
７
点
の

出
品
が
あ
り
、
各
部
門
に
お
い
て

審
査
が
行
わ
れ
、
別
表
の
と
お
り

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回

新
た
に
、
書
道
の
部
で
武
山
順
子

さ
ん
、
松
金
八
重
子
さ
ん
、
工
芸

の
部
で
下
元
か
お
る
さ
ん
、
竹
村

章
さ
ん
、
写
真
の
部
で
萩
本
た
か

子
さ
ん
、
洋
画
の
部
で
溝
渕
泰
史

さ
ん
が
無
鑑
査
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
ご
自

身
の
作
品
を
宿
毛
市
展
の
ポ
ス
タ

ー
、目
録
の
表
紙
に
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
、
小
野
保
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

す
く
も
俳
句
大
会
の
ご
案
内

　
第

４２
回
す
く
も
俳
句
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
生
涯
学
習
の
一
つ
と

し
て
、
伝
統
文
化
で
あ
る
俳
句
を

通
じ
て
心
豊
か
な
生
活
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
で
活
動
し
て
い

る
宿
毛
市
内
・
外
の
俳
句
愛
好
者

が
集
合
し
、
情
報
交
換
や
研
修
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と
し

た
大
会
で
す
。

日
　
時
　

１１
月

１６
日

（日）
　

１０
時
〜

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

主
　
催

　
す
く
も
俳
句
会

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

選
　
者

　
講
師
　
松
林
朝
蒼
　
先
生

投
　
句

　
当
季
雑
詠
５
句

　
（
投
句
締
切

１２
時
）

賞　
大
会
賞
３
句

　
秀
逸
５
句

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
す
く
も
俳
句
会
　
篠
田
た
け
し

　
蕁
６
３
―

３
０
０
１



⑧

■
私
、
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

〜
就
農
ナ
ビ
＆
成
功
事
例
〜

三
好
か
や
の
・
高
倉
な
を
　
共
著

誠
文
堂
新
光
社

■
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
読
む
本

〜
損
を
し
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
〜

ベ
リ
ー
ベ
ス
ト
法
律
事
務
所
　
著

日
本
実
業
出
版
社

■
本
に
つ
い
て
授
業
を
は
じ
め
ま

す
永
江
朗
　
著
／
少
年
写
真
新
聞
社

■
よ
み
が
え
る
二
百
年
前
の
ピ
ア

ノ
佐
和
み
ず
え
　
著
／
く
も
ん
出
版

■
海
が
わ
か
る
57
の
は
な
し

〜
お
ど
ろ
き
の
サ
イ
エ
ン
ス
ー
素
朴

　
な
疑
問
か
ら
最
新
の
話
題
ま
で
〜

藤
岡
換
太
郎
　
著

誠
文
堂
新
光
社

　
海
の
水
は
、
な
ぜ
し
ょ
っ
ぱ
い
の
？

海
は
、
ど
の
く
ら
い
広
く
て
深
い
の
？

海
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

海
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
や
さ
し

く
解
説
。
最
近
話
題
の
海
底
資
源

や
深
海
探
査
、
海
洋
調
査
に
関
す

る
話
題
も
紹
介
し
ま
す
。

■
「
地
元
」
の
文
化
力

〜
地
域
の
未
来
の
つ
く
り
か
た
〜

苅
谷
剛
彦
　
編
著
／
吉
川
徹
　
著

河
出
書
房
新
社

　
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｓ
タ

ー
ン
と
い
っ
た
人
の
移
動
の
あ
り

よ
う
と
、
地
域
文
化
に
生
き
る
人

び
と
の
姿
か
ら
、
日
本
の
地
方
の

現
在
を
活
写
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
デ
ー
タ
分
析
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
こ
の
国
の
か
た

ち
を
展
望
す
る
。

■
木
内
か
つ
の
絵
本
あ
そ
び

〜
園
で
・
家
庭
で
〜

木
内
か
つ
　
著
／
福
音
館
書
店

■
数
学
記
号
の
誕
生

ジ
ョ
セ
フ
・
メ
イ
ザ
ー
　
著

河
出
書
房
新
社

■
月
へ
行
き
た
い

松
岡
徹
　
文
・
絵

福
音
館
書
店

■
ト
イ
レ
を
つ
く
る
未
来
を
つ
く

る

会
田
法
行
　
写
真
・
文

ポ
プ
ラ
社

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

【問い合わせ先】　環境課　蕁６３－１６９７

　野焼きをするとダイオキシンなどの有害物質が発生し、確実に地球環境を破壊し、子どもや孫の代にまで迷
惑をかけてしまいます。また、実際の野焼きの苦情内容は、「洗濯物が汚れるので干せない」「子どもが喘息で
窓を開けられない」「臭くて我慢できない」など、もっと切実です。
「みんな燃やしよる。なんで私だけ言われないかんが？」

　注意をしに行くと、残念ですがいまだにこんな言葉が返ってきます。ごみを適切に処理することは法律で定
められている社会のルールです。身勝手な野焼きは今すぐやめましょう。

Ｑ1．野焼きとはなんですか？

Ｑ2．一部例外ということは、野焼きをしていい場合もあるのですか？ Ｑ3．罰則は厳しいのですか？

Ａ１．野焼きとは、基準を満たしていない焼却設備で廃棄物を野外焼却
　　　することです。一部例外を除き法律で禁止されています。

●ドラム缶、ブロック囲い
●庭先や空き地
●畑、田んぼ
●簡易な小型焼却炉

での焼却は

Ａ2．一部例外とは次のことをいいます。
１．国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な
廃棄物の焼却。２．震災・風水害・火災・凍霜害・その他の災害
の予防、応急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却。３．
風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却。
４．農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして
行われる廃棄物の焼却。５．たき火そのほか日常生活を営む上で
通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの。

※上記の例であっても、苦情があれば改善策をお願いすることがあ
ります。時間帯、風向きなどに注意してください。

Ａ3．個人で懲役５年以下また
は１，０００万円以下の罰
金またはその併科。法人
であれば最高３億円の罰
金刑に処せられます。さ
らに、未遂でも個人法人
問わず懲役５年以下また
は１，０００万円以下の罰
金またはその併科に処せ
られます。

ダメ

野焼きは法律で禁止されています。
今すぐやめよう!今すぐやめよう!
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九
月
定
例
会
日
程

９
月
２
日
（
火
）
本
会
議
�

開
会
、
議
案
上
程

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

３
日
（
水
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

 �

４
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
金
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

６
日
（
土
）
休
　
会
　

�

７
日
（
日
）
休
　
会

�

８
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

９
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１０
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１１
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１２
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査
　

�

１３
日
（
土
）
休
　
会
　

�

１４
日
（
日
）
休
　
会

�

１５
日
（
月
）
休
　
会

�

１６
日
（
火
）
休
　
会
　

�

１７
日
（
水
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１８
日
（
木
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

　�
�

討
論
、
表
決
、
議
長

�
�

選
挙
、
閉
会

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業

会
計
」
の
決
算
認
定
議
案
十
三

件
、
「
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
」
な
ど
予
算
議
案
八
件
、

「
宿
毛
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案

三
件
、
そ
の
他
の
議
案
五
件
の
合

計
二
十
九
議
案
で
、
審
議
の
結
果
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決

算
認
定
議
案
十
三
件
を
除
い
て
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら

意
見
書
案
四
件
が
提
出
さ
れ
、
二

件
が
可
決
、
二
件
が
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

八
日
及
び
九
日
の
二
日
間
に
八
人

の
議
員
が
、
ま
た
、
十
日
に
は
議

案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
「
宿
毛

小
学
校
の
速
や
か
な
改
築
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て
」
は
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
一
四
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
三

億
三
千
十
一
万
三
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
百
十
七
億
一
千
五

百
五
十
九
万
四
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
宿
毛
支
所
へ
避
難

階
段
等
を
整
備
す
る
津
波
避
難
ビ

ル
屋
外
階
段
設
置
工
事
費

…
…
五
千
三
百
二
十
六
万
六
千
円

○
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
委
託
料

…
…
…
…
二
千
七
百
十
万
五
千
円

○
真
丁
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去

等
事
業
費
補
助
金

…
…
…
…
三
百
六
十
一
万
一
千
円

○
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
の
公
園

施
設
整
備
工
事
費

…
…
…
…
…
…
…
…
三
千
一
万
円

○
治
山
流
末
水
路
取
り
付
け
工
事

費
…
…
…
…
…
一
千
三
万
八
千
円

○
水
痘
ワ
ク
チ
ン
等
の
予
防
接
種

委
託
料

…
…
…
…
九
百
九
十
一
万
七
千
円

○
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対
策
工

　
事
費
…
…
…
…
…
…
…
六
百
万
円

○
土
木
施
設
災
害
工
事
費

…
…
…
…
…
七
千
三
百
万
一
千
円

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第74号

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
二
日
に
開
会
し
、

十
七
日
間
の
会
期
で
九
月
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算



⑩

◎
宿
毛
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
こ
の
二
条
例
は
、
平
成
二
十
四

年
八
月
に
成
立
し
た
「
子
ど
も
子

育
て
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
七
年
四
月
か
ら
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
本
格
施

行
す
る
に
当
た
っ
て
、
保
育
や
教

育
に
関
す
る
施
設
の
運
営
基
準
や

認
可
基
準
に
つ
い
て
、
国
の
基
準

を
踏
ま
え
実
施
主
体
と
な
っ
て
い

る
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
関

係
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園

に
つ
い
て
、
今
後
、
指
定
管
理
者

が
運
営
で
き
る
よ
う
に
条
例
を
全

部
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
つ
い
て

　
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
「
宿

毛
市
土
地
開
発
公
社
」
の
懸
案
事

項
と
な
っ
て
い
た
長
期
保
有
土
地

の
引
き
取
り
が
本
年
度
完
了
す
る

の
で
、
土
地
開
発
公
社
の
役
目
も

終
了
し
た
と
判
断
し
、
去
る
七
月

二
十
八
日
に
「
宿
毛
市
土
地
開
発

公
社
理
事
会
」
に
お
い
て
解
散
す

る
旨
の
決
定
と
な
っ
た
の
で
、「
公

有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

第
5
号

宿
毛
小
学
校
の
速
や
か
な
改
築
に
関
す
る
請
願
に
つ

い
て

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
否
決

原
案
否
決

第
1
号
〜

第
13
号

第
14
号

～
第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号
〜

第
29
号

意
見
書
案

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

並
び
に
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船

事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
保
険
事
業
、
後

期
高
齢
者
医
療
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

宿
毛
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

宿
毛
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

宿
毛
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

慎
重
な
参
議
院
選
挙
制
度
改
革
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

地
域
林
業
・
地
域
振
興
の
確
立
に
向
け
た
「
山
村
振
興

法
」
の
延
長
と
施
策
拡
充
及
び
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」
の
推
進
に
係
る
意
見
書
に
つ
い
て

消
費
税
の
税
率
再
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書
に
つ

い
て

憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

条
　
　
例

そ
　
の
　
他

▼ 

請 

願
・
陳 
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。



闍倉 真弓 議員

広報すくも  2014.11⑪

A
　
災
害
対
策
本
部
の
設
置
時
期

と
活
動
内
容
、
被
災
状
況
を
問
う
。

B
　
災
害
対
策
本
部
に
つ
い
て
は
、

八
月
九
日
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発

表
さ
れ
た
時
点
で
準
備
配
備
、
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

時
点
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

第
一
配
備
（
全
て
の
管
理
職
）、
同

日
午
後
一
時
十
五
分
に
避
難
所
の

開
設
が
必
要
と
判
断
し
第
二
配
備

（
係
長
以
上
）
と
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
参
集
職
員
を
役

割
分
担
し
、
気
象
・
災
害
情
報
の

収
集
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
避
難
所
の

開
設
、
土
砂
崩
れ
や
冠
水
等
の
道

路
交
通
規
制
、
避
難
所
へ
の
食
糧

の
配
布
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
十
日
午
後
二
時
十
七
分

の
気
象
警
報
の
解
除
に
伴
い
配
備

を
解
除
し
た
。

　
各
地
域
で
土
砂
崩
れ
や
倒
木
、

冠
水
等
が
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
。

A
　
冠
水
被
害
地
域
の
治
水
管
理

は
県
、
国
に
働
き
か
け
、
減
災
に

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
現
在
、
中
筋
川
を
含
む
渡
川

水
系
の
河
川
整
備
計
画
を
、
国
土

交
通
省
と
高
知
県
が
連
携
す
る
中

で
、
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
農
地
な
ど
、
内
水
対
策
に
つ

い
て
の
項
目
も
網
羅
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

　
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
住
民

の
声
を
整
備
計
画
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
た
い
。

A
　
避
難
指
示
・
勧
告
の
発
令
状

況
と
情
報
入
手
困
難
な
方
に
対
し

て
の
伝
達
手
段
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
大
雨
に
よ
る
危
険
度
が
高
ま

っ
た
為
、
市
内
十
二
カ
所
に
避
難

所
を
開
設
。
避
難
指
示
の
発
令
に

つ
い
て
、
暴
風
雨
の
な
か
の
避
難

は
危
険
が
あ
る
と
判
断
、
自
宅
の

二
階
な
ど
、
屋
内
で
の
安
全
確
保

を
指
示
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
よ

う
な
暴
風
雨
で
は
防
災
行
政
無
線

や
広
報
車
に
よ
る
屋
外
放
送
は
、

効
果
を
発
揮
で
き
ず
十
分
と
は
い

え
な
い
。
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
は
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。
今
後
、
隣
近
所
の
声
か
け
な

ど
地
域
と
連
携
し
た
周
知
方
法
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
避
難
所
の
設
備
や
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
避
難
所
は
主
に
公
共
施
設
で
、

設
備
は
様
々
で
あ
る
が
、
基
本
的

に
二
名
以
上
の
職
員
が
常
駐
し
、

ロ
ー
ル
マ
ッ
ト
や
毛
布
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
用
意
し
た
。

A
　
指
定
管
理
者
と
の
情
報
共
有

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
施
設
の
管
理
運
営
状
況
に
つ

い
て
は
常
日
ご
ろ
か
ら
情
報
共
有

し
て
お
り
、
今
後
も
信
頼
関
係
を

保
つ
中
で
連
携
強
化
す
る
と
と
も
に
、

指
導
等
を
徹
底
し
て
参
り
た
い
。

A
　
産
業
祭
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
産
業
祭
に
つ
い
て
は
、
十
一

月
十
六
日
に
「
宿
毛
ま
る
ご
と
産

業
祭
」
と
名
称
も
新
た
に
、
今
回

も
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
を
あ
わ
せ

て
開
催
す
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
八
日
及
び
九
日
の
二
日

間
に
八
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
六
年
第
十
一
号

台
風
の
検
証
に
つ
い
て

指
定
管
理
状
況
に
つ
い
て

産
業
祭
に
つ
い
て



岡闢 利久 議員

⑫

宮本 有二 議員

A
　
地
権
者
の
反
対
が
あ
っ
て
難

し
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
理

由
は
何
か
。

B
　
本
年
六
月
に
行
っ
た
三
回
目

の
説
明
会
に
お
い
て
造
成
計
画
と

進
入
路
の
案
を
提
示
し
た
際
、
道

路
勾
配
、
雨
水
排
水
対
策
、
造
成

面
積
等
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
あ

っ
た
。
土
地
を
売
ら
な
い
理
由
に

つ
い
て
明
確
に
お
答
え
で
き
か
ね

る
が
、
現
在
の
造
成
計
画
、
例
え

ば
形
状
で
あ
っ
た
り
敷
地
の
面
積

に
関
し
て
反
対
し
て
い
る
の
だ
と

感
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
こ
と
で
公
に
で
き

な
い
重
大
な
問
題
も
あ
る
。

A
　
法
に
よ
る
行
政
処
分
も
可
能

と
思
う
が
。

B
　
所
有
地
の
境
界
を
確
定
す
る

作
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

土
地
収
用
法
の
適
用
を
検
討
す
る

段
階
で
は
な
い
。
又
、
収
用
が
で

き
る
保
証
は
な
い
。

A
　
今
日
ま
で
宿
小
の
候
補
地
に

つ
い
て
は
さ
ん
ざ
ん
検
討
し
て
き

た
。
高
台
の
事
業
が
進
ま
な
い
と

な
れ
ば
、
現
在
地
に
建
て
る
以
外

に
選
択
肢
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

B
　
早
期
の
整
備
が
困
難
な
状
況

に
直
面
し
た
の
で
関
係
者
に
報
告

し
、
教
育
委
員
会
と
再
度
協
議
す

る
中
で
検
討
し
た
い
。

A
　
同
じ
場
所
に
建
て
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
国
の
補
助
金
の
活
用
が

で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
耐
震
・
改
修
後
の
現
宿
小
を

再
度
、
耐
力
度
調
査
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
り
今
の
段
階
で
断
言
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
通
常
通
り

補
助
金
は
活
用
で
き
る
見
込
み
だ
。

A
　
宿
小
の
避
難
方
法
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

B
　
避
難
場
所
の
一
つ
で
あ
る
忠

霊
塔
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
避
難

道
や
広
場
を
整
備
し
て
お
り
万
全

に
近
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

A
　
国
の
方
針
も
小
学
校
低
学
年

か
ら
会
話
重
視
の
英
語
教
育
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
社
内
用
語
は
英
語
で
行
う
会
社

も
あ
る
。

　
早
稲
田
大
学
は
年
間
八
千
人
英

語
圏
に
学
生
を
留
学
さ
せ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
今
が
や
ら
な

き
ゃ
な
ら
ん
時
だ
と
思
う
が
。

B
　
国
の
方
針
や
指
導
要
領
を
も

と
に
、
子
供
た
ち
に
で
き
る
だ
け

生
き
た
英
語
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
柔
軟
に

対
応
し
て
、
そ
う
い
う
体
制
づ
く

り
を
整
え
て
い
き
た
い
。

A
　
視
察
し
た
愛
知
県
岡
崎
市
の

本
宿
小
学
校
で
は
、
手
作
り
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
一
日
に
八
分
間
全
校
生
徒

に
見
せ
て
英
語
に
な
じ
ま
せ
て
い

る
。
授
業
内
容
は
英
語
担
任
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
英
語
助
手
の
三
人
一
組
で

全
く
英
語
の
ス
ペ
ル
を
見
せ
ず
に

会
話
中
心
で
行
っ
て
い
た
。
と
り

わ
け
ア
ル
バ
イ
ト
の
英
語
助
手
が

活
躍
し
て
い
た
。

　
本
市
も
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

B
　
市
内
に
も
海
外
へ
留
学
を
経

験
な
さ
っ
た
方
、
英
語
の
話
せ
る
方
々
、

あ
る
い
は
定
住
な
さ
っ
て
い
る
外

国
人
も
お
い
で
る
。

　
子
供
た
ち
が
英
語
が
出
来
る
環

境
づ
く
り
を
検
討
す
る
一
環
と
し
て
、

そ
う
い
う
方
々
の
活
用
方
法
を
研

究
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
移
住
お
試
し
住
宅
借
り
上
げ

の
事
業
を
、
平
成
二
十
六
年
度
に

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時

点
で
、
ど
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
て

い
る
の
か
問
う
。

B
　
お
試
し
住
宅
の
事
業
は
、
宿

毛
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、

宿
毛
市
で
の
暮
ら
し
を
手
軽
に
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
で
あ
る
。

現
在
、
お
試
し
住
宅
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
る

段
階
で
、
今
年
度
末
ま
で
に
、
家

の
確
保
や
備
品
整
備
等
を
行
い
、

受
け
入
れ
態
勢
が
整
い
次
第
、
県

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
、

順
次
、
お
試
し
住
宅
利
用
希
望
者

の
受
付
け
を
始
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

A
　
宿
毛
市
に
移
住
さ
れ
た
方
々

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
意
見

交
換
会
や
移
住
者
交
流
会
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
、
移
住
さ
れ
た
方

か
ら
個
別
に
お
話
を
聞
く
機
会
は

あ
っ
て
も
、
意
見
交
換
会
、
こ
う

い
う
形
で
一
堂
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
、
移
住
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
今
後
の
宿
毛
市
の
移
住
促

進
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
意
見
交
換
会
の
場
で
出
さ
れ

る
意
見
は
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
関
係
者
の
意
見

を
お
聞
き
す
る
中
で
、
意
見
交
換

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
前
向
き
に

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A
　
現
在
の
公
営
住
宅
と
改
良
住

宅
の
戸
数
及
び
入
居
率
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
戸
数

二
百
三
十
二
戸
に
対
し
て
、
入
居

戸
数
百
七
十
七
戸
、
入
居
率
七
十

六
・
三
％
。

　
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
団
地
で
、

宿
毛
小
学
校
の
萩
原
地
区

高
台
移
転
計
画
に
つ
い
て

英
語
教
育
に
つ
い
て

市
営
住
宅
に
つ
い
て

宿
毛
に
お
け
る
移
住
対

策
に
つ
い
て
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将
来
に
わ
た
り
団
地
を
継
続
管
理

す
る
こ
と
が
不
適
当
と
判
断
さ
れ
、

用
途
廃
止
と
す
る
住
宅
戸
数
五
十

一
戸
を
除
く
と
、
入
居
率
は
九
十

七
・
八
％
。

　
改
良
住
宅
に
つ
い
て
、
戸
数
百

六
十
六
戸
に
対
し
て
、
入
居
戸
数

百
四
十
八
戸
、
入
居
率
八
十
九
・

二
％
。

A
　
今
後
の
再
編
計
画
に
つ
い
て

説
明
を
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
宿
毛
市
公
営
住
宅
等
再
編
計

画
に
つ
い
て
は
、
市
営
住
宅
の
多

く
が
構
造
設
備
の
老
朽
化
へ
の
対

応
等
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

た
め
に
、
建
て
か
え
等
を
行
っ
て

い
く
に
当
た
り
、
そ
の
事
業
手
法

の
選
択
及
び
事
業
実
施
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
策
定
を
目
的
に
、
地
区
の

代
表
者
や
有
識
者
等
を
委
員
と
し

た
検
討
協
議
会
を
開
催
し
、
策
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
再
編
計
画
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

改
良
住
宅
で
は
、
正
和
、
貝
礎
、

手
代
岡
の
３
地
区
に
お
い
て
、
改

良
住
宅
検
討
会
等
に
よ
り
行
い
、

現
在
、
手
代
岡
地
区
に
て
建
て
か

え
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
る
。

　
公
営
住
宅
に
お
い
て
も
、
建
て

か
え
を
予
定
し
て
い
る
住
宅
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
住
民
説
明
会
等

に
よ
り
、
説
明
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
観
光
は
、
主
要
産
業
の
一
つ

と
思
う
が
、
年
間
の
入
込
客
数
は

ど
の
く
ら
い
で
、
落
と
す
お
金
は

幾
ら
ぐ
ら
い
か
。

B
　
入
込
客
数
は
、
昨
年
度
は
約

二
十
三
万
六
千
人
と
推
計
し
て
い

る
。

　
観
光
客
が
落
と
す
金
額
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

A
　
今
後
の
入
込
客
数
の
設
定
は

ど
の
く
ら
い
か
。

B
　
来
年
の
入
込
客
目
標
を
約
二

十
八
万
人
と
し
て
い
る
。

A
　
目
標
達
成
の
戦
略
等
は
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

B
　
近
隣
自
治
体
等
々
と
連
携
し
、

入
込
客
増
加
に
努
め
た
い
。

A
　
大
島
桜
公
園
遠
見
地
区
の
整

備
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

B
　
ベ
ン
チ
の
設
置
や
花
木
の
植
栽
、

草
刈
り
等
を
実
施
し
、
複
数
年
か

け
て
宿
毛
湾
の
景
観
を
楽
し
め
る

場
所
と
な
る
よ
う
、
期
待
を
し
て

い
る
。

A
　
桜
公
園
等
へ
の
入
口
に
あ
た

る
大
島
橋
は
、
設
計
段
階
と
聞
く
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

B
　
昨
年
九
月
、
予
備
設
計
業
務

を
委
託
し
、
橋
梁
形
式
や
ル
ー
ト

の
複
数
案
を
作
成
し
、
関
係
機
関

と
協
議
・
調
整
す
る
準
備
を
し
て

い
る
。

　
協
議
が
整
え
ば
、
詳
細
設
計
を

発
注
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
公
有

水
面
の
埋
立
て
が
必
要
と
な
れ
ば
、

申
請
手
続
に
長
期
間
が
必
要
と
な

り
、
建
設
時
期
は
明
確
に
で
き
な

い
。

A
　
市
内
に
耐
震
改
修
を
必
要
と

さ
れ
る
住
宅
が
ど
れ
だ
け
あ
り
、

ど
れ
だ
け
改
修
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
耐
震
改
修

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

B
　
耐
震
改
修
が
必
要
な
住
宅
数

は
、
二
千
五
百
四
十
戸
。
住
宅
耐

震
化
事
業
で
、
現
在
ま
で
耐
震
診

断
が
百
三
十
件
、
改
修
設
計
が
七

件
、
改
修
工
事
が
五
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
な
お
、
各
地
区
等
で
の
防
災
講

演
の
際
、
耐
震
改
修
事
業
の
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
り
、
広
報
へ
啓
発

記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
の
周
知
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ワ
ン
テ

レ
ビ
で
耐
震
補
助
事
業
の
案
内
放

送
も
行
っ
て
い
る
。

A
　
地
元
優
先
や
分
離
発
注
等
に

関
し
、
市
内
業
者
の
不
満
の
要
因

は
何
で
あ
る
と
思
う
か
、
所
見
を

聞
く
。

B
　
発
注
は
、
地
元
優
先
第
一
は
、

当
然
と
思
う
が
、
反
面
、
原
則
は
、

公
平
性
、
経
済
性
、
競
争
性
及
び

履
行
の
確
保
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
地
元
業
者
で
で
き
る
も
の
は
、

地
元
優
先
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、

地
元
業
者
で
履
行
の
確
保
が
難
し

い
案
件
や
地
元
業
者
数
が
少
な
く
、

競
争
性
を
確
保
し
づ
ら
い
案
件
は
、

地
元
業
者
以
外
を
指
名
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
不
満
が
生
ず
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
き

か
な
い
、
七
年
後
に
は
人
口
二
万

人
を
切
る
。
税
収
が
落
ち
込
み
、

国
保
料
や
税
金
を
上
げ
市
民
に
負

担
を
か
け
本
当
に
住
み
に
く
い
宿

毛
市
に
な
る
と
思
う
。

　
今
こ
そ
市
長
自
ら
行
動
し
、
三

市
町
村
の
ト
ッ
プ
会
談
を
行
い
、
将

来
構
想
を
話
し
合
う
べ
き
で
は
な

い
か
問
う
。

市
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て

住
宅
の
耐
震
改
修
の
促

進
に
つ
い
て

三
市
町
村
の
ト
ッ
プ
会

談
に
つ
い
て
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B
　
三
市
町
村
が
協
力
し
て
取
り

組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は
、
三

市
町
村
の
ト
ッ
プ
が
胸
襟
を
開
い

て
協
議
を
重
ね
、
連
携
を
深
め
る

中
で
、
事
業
推
進
を
図
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
八
月
十
日
に
宿
毛
市
も
台
風

十
一
号
に
見
舞
わ
れ
大
変
な
被
害

が
あ
り
、
市
長
を
中
心
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
平
田
、
山
田
地

区
で
は
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
の
対
策
本
部
の
設
置
の
仕
方
、

伝
達
招
集
、
消
防
や
自
主
防
災
組

織
と
の
連
絡
網
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
問
う
。

B
　
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た

と
き
は
、
危
機
管
理
課
内
に
消
防

職
員
及
び
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
災

害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員
も
常
駐

し
て
も
ら
い
、
国
・
県
・
関
係
団

体
と
の
連
絡
や
高
知
県
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
と
公
共
情
報
コ
モ

ン
ズ
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
て
、
被
災
情
報
等
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
湾
で
は
、
多
種
多
様
な

漁
業
が
一
日
中
営
ま
れ
て
い
る
。

地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
。
　
　

　
そ
こ
で
、
海
の
高
台
と
い
う
言

い
方
を
さ
れ
て
い
る
漁
船
の
避
難

海
域
の
地
図
や
、
宿
毛
湾
で
は
共

同
漁
業
権
を
は
じ
め
区
画
漁
業
権

が
あ
り
、
昔
の
や
り
方
で
ト
ラ
ン

シ
ッ
ト
に
よ
り
緯
度
、
経
度
を
出

し
て
い
る
が
津
波
の
被
害
に
よ
り

起
点
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
復
興

が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
為
に
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
海
の
防
災
マ

ッ
プ
作
成
の
助
成
が
で
き
な
い
か

問
う
。

B
　
今
後
、
県
や
関
係
漁
協
、
大

月
町
と
も
一
緒
に
具
体
的
な
協
議

を
し
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

A
　
今
後
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

仕
事
帰
り
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩

を
し
た
り
、
ま
た
、
少
年
か
ら
大

人
ま
で
の
地
区
別
駅
伝
大
会
の
取

り
組
み
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
市

民
が
一
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き

る
憩
い
の
場
と
し
て
、
大
島
全
体

を
大
き
な
公
園
と
位
置
付
け
て
整

備
を
し
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
大
島
公
園
と
大
島
桜
公
園
の

整
備
事
業
の
総
合
的
な
見
直
し
作

業
を
行
い
、
新
た
な
整
備
計
画
を

策
定
す
る
よ
う
協
議
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

A
　
不
審
者
へ
の
対
応
に
つ
き
、

前
回
六
月
議
会
で
教
育
長
に
お
聞

き
し
た
が
、
答
弁
の
中
で
教
育
長
は
、

宿
毛
警
察
署
並
び
に
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
の
方
で
も
十
分
調
査
し

た
け
れ
ど
も
不
審
者
情
報
は
誤
報

で
あ
っ
た
と
の
答
弁
を
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
幾
人
か
の
保
護
者
か
ら
色
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
五
月

三
日
に
発
生
し
た
不
審
者
情
報
は

本
当
に
誤
報
だ
っ
た
の
か
教
育
長

に
問
う
。

B
　
六
月
議
会
で
私
が
「
誤
報
で

し
た
」
と
答
弁
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
私
の
認
識
不
足
と
説
明
不
足

で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
情
報
に

前
後
し
て
、
不
審
者
、
つ
き
ま
と

い
の
報
告
が
三
件
あ
り
、
そ
の
う

ち
二
件
に
つ
い
て
は
悪
意
は
な
く

不
審
者
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
で
私
自
身
が
勘
違
い
し
、「
誤
報

で
し
た
」
と
い
う
答
弁
を
し
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
で
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
に

対
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

A
　
子
供
た
ち
の
見
回
り
環
境
に

つ
い
て
の
答
弁
の
中
で
教
育
長
は
、

地
域
の
人
々
が
見
守
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
が
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
も
市
民
か
ら
、「
市

民
で
は
な
く
教
育
長
み
ず
か
ら
が

率
先
し
て
い
く
べ
き
で
な
い
か
」

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
教
育
長
は
朝
晩
、
辻
立
ち

が
出
来
る
か
考
え
を
問
う
。

B
　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
よ
り

一
層
、
見
守
り
活
動
の
充
実
に
は

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
決
し
て
子
供
た
ち
の
見
守
り

は
、
地
域
の
方
だ
け
に
お
願
い
す

る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
御
理
解
を
お
願
い
い
た
し
た
い
。

　
辻
立
ち
は
出
来
る
範
囲
に
お
い

て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
先
日
、
松
田
町
の
住
民
か
ら

県
道
（
二
ノ
宮
）
に
、
ま
た
崩
落
事

故
が
あ
り
、
い
ま
だ
に
通
行
止
め

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
地
図
を
見
な
が
ら
崩
落

場
所
が
活
断
層
の
真
上
を
走
っ
て

い
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。
松
田
町

の
配
水
池
タ
ン
ク
の
下
に
は
住
家

が
多
数
点
在
し
て
い
る
。
八
月
上

旬
に
は
台
風
十
一
号
、
十
二
号
が

本
土
に
接
近
し
、
長
雨
の
た
め
に

眠
れ
ぬ
夜
が
続
い
た
そ
う
だ
が
、

地
域
の
人
達
は
、
広
島
の
土
砂
災

害
が
頭
の
中
に
あ
り
、
恐
怖
心
が

起
こ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
四
半
世
紀
以
上
経
過

し
て
い
る
五
千
ト
ン
入
り
タ
ン
ク

は
万
全
か
問
う
。

B
　
地
震
研
究
の
権
威
で
あ
る
高

知
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
岡

村
教
授
の
話
に
よ
る
と
議
員
指
摘

の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
空
中
写
真

で
地
表
に
認
め
ら
れ
る
直
線
的
な

特
徴
の
み
で
推
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
大
学
内
の
専
門
家
と
の
協

議
や
産
業
技
術
総
合
研
究
者
に
も

確
認
し
て
も
ら
い
活
断
層
の
心
配

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
施
設

の
耐
震
性
に
つ
い
て
も
新
耐
震
基

準
に
対
応
し
て
お
り
安
全
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

大
島
総
合
開
発
に
つ
い
て

漁
船
の
避
難
海
域
と
漁

業
権
に
つ
い
て

不
審
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て

配
水
池
タ
ン
ク
の
安
全

性
に
つ
い
て



寺田 公一 議員

浅木　敏 議員

広報すくも  2014.11⑮

A
　
生
活
保
護
の
利
用
を
も
っ
と

理
解
し
や
す
い
周
知
に
工
夫
を
求

め
る
。
例
え
ば
、
家
賃
二
万
円
程

度
の
借
家
で
、
子
ど
も
が
二
人
い

る
四
十
歳
代
の
夫
婦
は
、
月
収
十

九
万
円
程
度
以
下
で
あ
れ
ば
生
活

保
護
の
対
象
と
な
り
、
実
収
入
と

の
差
額
分
を
申
請
で
き
る
。
こ
う

し
た
わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供

し
、
制
度
利
用
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

B
　
宿
毛
市
や
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
制
度
の
概
要

を
掲
載
し
て
お
り
、
相
談
も
受

け
付
け
て
い
る
。
周
知
の
方
法

は
今
の
方
向
で
よ
い
と
考
え
て

い
る
。

A
　
高
砂
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
温

水
プ
ー
ル
へ
通
っ
て
い
る
多
く
の

市
民
が
、
利
用
料
の
助
成
を
求
め

て
い
る
。
健
康
増
進
の
一
助
と
し

て
助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

B
　
効
果
は
認
め
る
が
さ
ま
ざ

ま
な
運
動
が
あ
る
中
で
特
定
の

施
設
利
用
者
に
の
み
助
成
を
行

う
方
法
は
と
ら
な
い
。

A
　
今
回
、
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
県
道
が
、
豪
雨
災
害
で
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ー
ス
設

定
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

B
　
県
道
四
号
線
の
二
ノ
宮
〜
宿

毛
間
の
崩
落
現
場
は
、
コ
ー
ス
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
全
面
復
旧
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
片
側
で
の
通
行
は
可
能
に
な
る

の
で
、
安
全
性
の
確
保
を
し
て
、

現
在
決
定
の
コ
ー
ス
で
の
マ
ラ
ソ

ン
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
コ
ー
ス
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
実
行
委
員
会
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

A
　
災
害
発
生
時
に
対
策
本
部
が

機
能
す
る
に
は
、
市
長
が
陣
頭
指

揮
を
執
る
本
部
形
式
が
必
要
で
は

な
い
か
。

B
　
本
来
、
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
、
同
一
の
場
所
で
対
応
す
べ

き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
会
議
室

に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
電
話
機
等
配

置
で
き
る
環
境
整
備
が
で
き
て
お

ら
ず
、
意
思
決
定
を
行
う
本
部
会

は
市
長
室
に
お
き
、
災
害
対
応
機

能
は
、
各
課
で
対
応
し
て
い
る
。

　
現
在
、
災
害
情
報
は
、
紙
ベ
ー

ス
等
で
収
集
し
、
図
面
に
落
と
す

な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
が
、

職
員
の
参
集
や
様
々
な
災
害
情
報

を
収
集
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
今
回
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

宿
毛
市
内
小
中
学
校
の
状
況
と
、

公
表
へ
の
考
え
を
聞
く
。

B
　
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
（
学

テ
）
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
宿
毛
市

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
公
表
し

な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
市
内
の
各
学
校
に
お
い

て
は
、
全
国
の
平
均
、
県
の
平
均
、

自
校
の
平
均
な
ど
に
つ
い
て
は
通

知
を
さ
れ
て
お
り
、
平
均
の
公
表

に
つ
い
て
は
、
学
校
長
の
裁
量
に

任
さ
れ
て
い
る
。

　
学
力
テ
ス
ト
は
、
児
童
生
徒
の
個
々

の
理
解
度
を
確
認
で
き
る
重
要
な

機
会
だ
と
と
ら
え
て
、
教
科
指
導

の
充
実
、
あ
る
い
は
学
習
状
況
の

改
善
に
向
け
た
検
討
を
す
る
よ
う

要
請
を
し
て
い
る
。

A
　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
早
急

に
統
廃
合
計
画
を
立
て
る
べ
き
で

は
な
い
か
問
う
。

B
　
本
年
二
月
に
見
直
し
た
再
編

計
画
は
、
浸
水
地
域
に
お
け
る
学

校
の
高
台
移
転
に
つ
い
て
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、今
後
の
状
況
を
注
視

す
る
中
で
、再
編
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
小
学
校
の
萩
原
地
区
へ

の
高
台
移
転
に
つ
い
て
は
、「
個
人

的
で
公
に
で
き
な
い
理
由
」
で
早

期
の
整
備
が
困
難
に
な
っ
た
と
聞

く
が
、
萩
原
の
高
台
は
断
念
し
た

の
か
。

B
　
萩
原
の
高
台
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
や
関
係
団
体
、
い
ろ

い
ろ
関
係
す
る
人
た
ち
に
も
丁
寧

に
説
明
す
る
中
で
、
今
後
の
方
針

を
決
め
て
い
き
た
い
。
で
き
れ
ば
、

十
二
月
議
会
ま
で
に
一
つ
の
方
向
、

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

宿
毛
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー

ス
設
定
に
つ
い
て

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料

助
成
に
つ
い
て



⑯

A
　
先
日
、
地
権
者
と
の
関
係
で

困
難
と
の
説
明
を
聞
い
た
が
、
市

長
は
も
う
高
台
移
転
を
諦
め
た
の
か
。

さ
ら
に
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る

考
え
は
な
い
か
。

B
　
地
権
者
が
本
質
的
な
と
こ
ろ

で
同
意
で
き
な
い
こ
と
と
、
ま
た
、

個
人
的
な
理
由
で
も
我
々
が
ク
リ

ア
で
き
る
状
況
に
な
い
。
早
期
改

築
が
必
要
な
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
合
意
い
た
だ
け
る
流
れ
を
醸

成
す
る
中
で
解
決
し
て
い
き
た
い
。

A
　
準
要
保
護
の
認
定
方
法
に
あ

た
っ
て
、
法
改
正
で
民
生
委
員
の

助
言
が
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

 
そ
の
後
の
対
応
を
聞
く
。

B
　
昨
年
の
議
会
答
弁
ど
お
り
検

討
し
た
結
果
、
民
生
委
員
の
証
明

は
不
要
と
し
た
。

A
　
文
部
科
学
省
が
就
学
援
助
に

追
加
し
た
三
項
目
の
給
付
に
つ
い

て
検
討
結
果
を
聞
く
。

B
　
生
徒
会
費
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

に
つ
い
て
は
今
年
度
よ
り
追
加
し

支
給
し
て
い
る
。
三
項
目
の
う
ち

ク
ラ
ブ
活
動
費
は
学
校
に
よ
っ
て

加
入
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か

ら
見
送
っ
た
。

A
　
全
国
的
に
学
校
設
備
の
不
備

に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
事
故
が
発

生
し
て
い
る
。
宿
毛
市
で
も
学
校

が
要
望
す
る
危
険
個
所
の
早
期
改

修
を
求
め
る
。

B
　
学
校
事
故
防
止
の
た
め
学
校

の
改
修
要
望
は
、
危
険
度
や
緊
急

度
を
判
断
し
改
修
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

A
　
全
国
的
に
学
校
行
事
中
に
児

童
や
生
徒
の
落
雷
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
本
市
の
被
雷
防
止
対
策

を
聞
く
。
雷
警
報
器
を
学
校
に
備

え
付
け
て
は
ど
う
か
。

B
　
落
雷
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

宿
毛
市
教
育
委
員
会
と
し
て
学
校

や
指
導
者
に
向
け
必
要
な
指
導
を

し
て
い
る
。
雷
警
報
器
に
つ
い
て

は
今
後
研
究
を
重
ね
た
い
。

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
た
次
の
意
見
書
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提

出
し
ま
し
た
。

◎
慎
重
な
参
議
院
選
挙
制
度
改
革

を
求
め
る
意
見
書

　
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
に

行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
区
選
挙
に

係
る
一
票
の
格
差
に
対
し
て
、
最

高
裁
判
所
は
違
憲
状
態
、
各
地
の

高
等
裁
判
所
で
は
違
憲
ま
た
は
違

憲
状
態
と
の
判
決
を
下
し
た
。
国

会
に
設
置
さ
れ
た
選
挙
制
度
協
議

会
で
は
、
有
権
者
の
少
な
い
選
挙

区
で
隣
接
府
県
と
合
区
さ
せ
る
こ

と
で
余
裕
の
議
席
を
つ
く
り
、
そ

の
分
を
東
京
な
ど
の
有
権
者
の
多

い
都
道
府
県
選
挙
区
に
加
配
を
す

る
と
い
う
座
長
案
が
示
さ
れ
た
。

　
我
々
は
、
参
議
院
選
挙
区
を
考

え
る
と
き
、
地
方
自
治
体
の
実
情

や
歴
史
的
・
文
化
的
・
地
理
的
条

件
を
考
慮
す
れ
ば
、
都
道
府
県
を

基
本
と
す
る
こ
と
以
上
に
意
味
の

あ
る
新
た
な
選
挙
区
単
位
を
見
出

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
立
脚
し
て
、
参

議
院
選
挙
制
度
改
革
に
つ
い
て
は

慎
重
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
を
要

請
す
る
。

　
世
界
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
上
院
議
員
や
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
の
元
老
院
議
員
の
選
出

に
当
た
っ
て
は
、
選
挙
区
選
挙
に

生
じ
る
一
票
の
格
差
が
問
題
と
な

る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
お
の
お

の
の
憲
法
に
お
い
て
、
被
選
出
者

に
地
方
代
表
と
し
て
の
役
割
が
明

確
に
与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

前
述
の
事
例
か
ら
我
々
が
学
び
そ

し
て
取
り
組
む
べ
き
は
、
選
挙
区

の
見
直
し
に
よ
る
数
字
合
わ
せ
に

終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
国
の
姿
を
示
し
た
上
で
選
挙

制
度
の
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
で

あ
る
。
一
票
の
格
差
に
過
度
に
固

執
す
る
こ
と
な
く
、
参
議
院
の
担

う
べ
き
役
割
に
つ
い
て
根
本
か
ら

議
論
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
制

度
改
正
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次

の
事
項
に
つ
き
、
特
に
御
留
意
い

た
だ
く
よ
う
要
請
す
る
。

記

一
、
参
議
院
選
挙
制
度
改
革
に
当

た
っ
て
は
、
各
都
道
府
県
単
位
の

制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

二
、
参
議
院
の
担
う
べ
き
役
割
に

つ
い
て
議
論
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
制
度
改
正
を
行
う
こ
と
。

◎
地
域
林
業
・
地
域
振
興
の
確
立

に
向
け
た
「
山
村
振
興
法
」
の

延
長
と
施
策
拡
充
及
び
「
森
林
・

林
業
基
本
計
画
」
の
推
進
に
係

る
意
見
書

　
山
村
に
お
け
る
経
済
力
の
培
養

と
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、

併
せ
て
地
域
格
差
の
是
正
と
国
民

経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
昭
和
四
十
年
に
山
村
振

興
の
理
念
及
び
振
興
方
策
を
盛
り

込
ん
だ
「
山
村
振
興
法
」
が
制
定

さ
れ
、
国
の
政
策
支
援
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
山
村
地
域
は
、
国
土
・

自
然
環
境
の
保
全
、
水
源
か
ん
養
、

地
球
温
暖
化
防
止
等
、
多
面
的
・

公
益
的
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
が
、

山
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
主
要

産
業
で
あ
る
農
林
業
の
低
迷
や
就

業
機
会
の
減
少
、
生
活
環
境
整
備

の
遅
れ
と
過
疎
化
・
高
齢
化
に
伴

う
集
落
機
能
の
低
下
な
ど
の
課
題

を
抱
え
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
山
村
振

興
法
」
の
期
限
が
平
成
二
十
七
年

三
月
末
に
到
来
す
る
こ
と
か
ら
、

山
村
地
域
の
現
状
と
果
た
す
役
割

を
踏
ま
え
、
延
長
と
施
策
拡
充
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

山
村
地
域
の
振
興
、
地
域
林
業
の

確
立
に
向
け
た
「
山
村
振
興
法
」

の
延
長
と
就
業
機
会
の
拡
大
、
雇

用
確
保
、
若
者
定
住
等
の
施
策
拡

充
及
び
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
施
策
の
確
実
な
推
進
に
向
け
て
、

下
記
の
事
項
の
実
現
と
、
特
に
五

項
か
ら
十
一
項
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
七
年
度
予
算
に
て
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

＊
下
記
の
事
項
は
紙
面
の
都
合
で

割
愛
し
ま
す
。

宿
毛
小
学
校
の
建
設
に

つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

意
　
見
　
書
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【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
七
月
七
日

（月）

　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

視
察
地
　
愛
知
県
岡
崎
市

視
察
テ
ー
マ

「
英
語
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
」

　
岡
崎
市
は
、
愛
知
県
の
中
央
部
、

三
河
山
地
と
岡
崎
平
野
の
接
点
に

位
置
し
、
人
口
約
三
十
七
万
九
千
人
、

面
積
は
三
百
八
十
七
・
二
四
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
市
の
中
心
部

に
は
岡
崎
城
が
あ
り
、
桜
の
名
所

と
し
て
有
名
で
、
古
く
か
ら
東
西

交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
江
戸

幕
府
を
開
い
た
徳
川
家
康
公
の
生

誕
地
と
し
て
、
悠
久
の
歴
史
と
伝

統
に
育
ま
れ
た
美
し
い
都
市
で
す
。

　
岡
崎
市
は
平
成
二
十
二
年
よ
り

特
例
校
の
指
定
を
受
け
、
小
学
校

で
の
英
語
活
動
を
推
進
し
、
今
年

で
五
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
英
語
活
動
特
例
校
の
特
徴
は
、

全
四
十
七
小
学
校
が
毎
朝
、
昼
の

ど
ち
ら
か
に
一
日
八
分
間
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
す
る
こ
と
で
あ
り
、
小

学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
を
週
四
十
五
分
間
行

っ
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
市
で
は
、
英
語
が
話
せ
る
「
岡

崎
っ
子
」
を
小
中
の
九
年
間
で
育

て
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
岡
崎
市
の
英
語
教

育
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

日
　
時
　
七
月
七
日

（月）

　
　
　
　
午
後
三
時
よ
り

視
察
地
　
滋
賀
県
米
原
市

視
察
テ
ー
マ

「
公
共
交
通
に
つ
い
て
」

　
米
原
市
は
滋
賀
県
東
北
部
地
域

の
中
心
に
位
置
し
、
面
積
は
二
百

五
十
・
四
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
う

ち
琵
琶
湖
の
面
積
は
二
十
七
・
三

六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
県
土

全
体
の
六
・
二
三
％
を
占
め
、
人

口
は
四
万
二
百
七
十
九
人
で
す
。

　
米
原
市
で
は
、
運
行
効
率
の
悪

い
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
て
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
行
い
、

米
原
地
域
（
Ｊ
Ｒ
米
原
駅
周
辺
）
と

近
江
地
域
（
全
域
）
を
運
行
区
域
と

す
る
「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
と
山
東

地
域
（
全
域
）
と
伊
吹
・
米
原
地
域

の
一
部
を
運
行
区
域
と
す
る
「
カ

モ
ン
号
」
を
運
行
し
て
お
り
、
ど

ち
ら
も
デ
マ
ン
ド
方
式
と
呼
ば
れ

る
完
全
予
約
制
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、
「
公
共

交
通
に
つ
い
て
」
を
視
察
テ
ー
マ

と
し
て
、

・
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
の
背
景
・

経
緯
に
つ
い
て

・
デ
マ
ン
ド
導
入
以
前
の
各
地
域

の
主
な
移
動
手
段
に
つ
い
て

・
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
運
行

内
容
を
導
入
し
た
経
緯
等
に
つ

い
て

・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
契
約
内

容
に
つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
先
進

地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。



⑱

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
】

日
　
時
　
七
月
二
十
九
日

（火）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
山
口
県
萩
市

　
　
　
　
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

視
察
テ
ー
マ

「
道
の
駅
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

　
萩
市
は
山
口
県
北
部
の
日
本
海

に
面
し
た
人
口
約
五
万
一
千
人
の

都
市
で
す
。

　
城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
が
残
さ

れ
た
全
国
有
数
の
観
光
地
で
あ
り
、

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
や
日
本
海
の
豊

富
な
水
産
資
源
を
活
か
し
た
漁
業

及
び
水
産
加
工
業
が
主
要
産
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
」
は

萩
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
萩
漁

港
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
三
年
の
開
業
以
来
、
地

元
客
か
ら
の
支
持
を
得
て
、
年
間

利
用
者
数
が
百
四
十
万
人
を
超

え
、
萩
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
新

鮮
な
魚
介
類
を
中
心
に
地
元
産
の

農
水
産
物
を
販
売
し
、
年
間
九
億

円
以
上
の
売
り
上
げ
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
道
の
駅

の
活
性
化
に
つ
い
て
」
を
視
察
テ

ー
マ
と
し
て
、

・
萩
し
ー
ま
ー
と
の
経
営
形
態
に

つ
い
て

　
①
経
営
の
仕
組
み
と
方
針

　
②
地
元
重
視
の
取
り
組
み

・
六
次
産
業
化
推
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　
①
地
元
産
品
を
活
か
し
た
商
品

開
発

　
②
他
業
種
間
で
の
連
携

・
行
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

・
道
の
駅
活
性
化
へ
の
方
向
性
に

つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
現

地
視
察
を
踏
ま
え
て
、
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

日
　
時
　
七
月
三
十
日

（水）

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

視
察
地
　
山
口
県
岩
国
市

㈱
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
岩
国
発

電
所

視
察
テ
ー
マ

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ

い
て
」

　
株
式
会
社
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
岩
国
発

電
所
は
、
山
口
県
の
瀬
戸
内
海
側
、

岩
国
市
南
東
部
の
海
岸
沿
い
に
位

置
し
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
に
、
日
本
初
の
木

質
チ
ッ
プ
専
焼
の
一
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
級
発
電
所
と
し
て
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
に
は

既
設
発
電
所
と
し
て
は
初
め
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
買
取
制

度
が
適
用
さ
れ
る
設
備
認
定
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
年
間
約
十
万
ト
ン
の

木
質
チ
ッ
プ
を
原
料
と
し
て
、
一

般
家
庭
約
一
千
世
帯
分
に
相
当
す

る
電
力
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
と
し
て
は
、「
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ
い
て
」

を
視
察
テ
ー
マ
と
し
て
、

・
発
電
所
施
設
の
概
要

・
発
電
用
チ
ッ
プ
の
消
費
量
と
割

合
に
つ
い
て

・
木
質
チ
ッ
プ
用
原
木
の
調
達
に

つ
い
て

　
な
ど
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
施

設
の
見
学
を
踏
ま
え
て
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

＊
詳
し
い
報
告
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
な
お
、
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
全
文
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
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本会議の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は１２月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせ下さい。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

●議会を傍聴しませんか…

　宿毛市議会では、昨年５月の臨時会で議会基本条例調査特別委員会を設置し、議会基本条例の制定に向
けて協議を重ねてまいりました。
　条例制定の主な目的は、二元代表制の一翼を担う地方議会が、その果たすべき役割と責務を明確にする
とともに、条例に制定することで、その取り組みを義務づけることにより、議会活動の充実を図ることにあ
ります。
　その基本条例の素案が固まってまいりましたので、市民の皆さんのご意見をお聴きいたしたく、意見交
換会の開催及びパブリックコメントの募集をいたします。
　詳細については、地区の回覧文書又は宿毛市議会ホームページをご覧ください。

　
広
島
豪
雨
災
害
、
相
次
ぐ
台
風
、

御
嶽
山
の
噴
火
等
、
自
然
災
害

の
脅
威
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

改
め
て
市
民
一
人
一
人
が
平
素

か
ら
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。

　
さ
て
、
九
月
議
会
で
は
、
萩

原
地
区
の
高
台
移
転
計
画
の
見

直
し
や
議
長
の
辞
職
等
、
大
き

く
変
化
の
あ
っ
た
議
会
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
八
人
が
質
問
に
立
ち
、

防
災
・
観
光
・
教
育
等
市
政
の

課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
で
取
り
組

ん
で
き
た
議
会
基
本
条
例
も
更

な
る
内
容
の
充
実
を
図
り
、
条

例
の
制
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
任
期
も
あ
と
半
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
更
な
る
市
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

野
々
下
　
昌
　
文

蘢

山
　
上
　
庄
　
一

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

寺
　
田
　
公
　
一

蘢

宮
　
本
　
有
　
二

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
今

城
誠
司
議
長
が
市
議
会
議

員
を
辞
職
さ
れ
た
こ
と
か

ら
議
長
選
挙
を
行
い
、
次

の
と
お
り
新
議
長
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
浦
尻
和
伸
　
議
 

長

■
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
■

〜
新
議
長

　
　
　
決
ま
る
〜

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■議会基本条例について■

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★



⑳

二輪の軽自動車（１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下）

二輪の小型自動車（２５０ｃｃ超）

小型特殊自動車
農耕作業用

その他のもの

原動機付き自転車

５０ｃｃ以下

５０ｃｃ超９０ｃｃ以下

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下

５０ｃｃ以下（ミニカー）

車　種　区　分

１，０００円

１，２００円

１，６００円

２，５００円

２，４００円

４，０００円

１，６００円

４，７００円

平成２６年度まで
（ 現 行 税 率 ）

２，０００円

２，０００円

２，４００円

３，７００円

３，６００円

６，０００円

２，０００円

５，９００円

平成２７年度から
（ 新 税 率 ）

四輪以上
（６６０ｃｃ以下）

三輪（６６０ｃｃ以下）

車　種　区　分 平成２６年度まで
（ 現 行 税 率 ）

平成２７年３月３１日
までに登録済みの
車両（現行税率）

平成２７年４月１日
に新規登録された
車両（新税率）

平成２７年度から

３，１００円

３，０００円

４，０００円

５，５００円

７，２００円

平成２６年度
までと同じ

０３，９００円

０３，８００円

０５，０００円

０６，９００円

１０，８００円
乗用

貨物
営業用

自家用

営業用

自家用

四輪以上
（６６０ｃｃ以下）

貨物

乗用

営業用

自家用

営業用

自家用

三輪（６６０ｃｃ以下）

車　種　区　分

０４，６００円

０４，５００円

０６，０００円

０８，２００円

１２，９００円

平成２８年度から
（ 重 課 税 率 ）

重課税率が適用されるのは・・・初度検査年月

平成２８年度課税から平成１４年以前

平成２９年度課税から平成１５年
～平成１６年３月

平成３０年度課税から平成１６年４月
～平成１７年３月

平成３１年度課税から平成１７年４月
～平成１８年３月

… …

①原動機付き自転車及び二輪車等
　すべて平成２７年度から新税率が適用されます。

②軽自動車
最初の車両登録の指定を受けた月により、現行税率、新税率および重課税率のいずれかの税率が適用されます。

　地方税法の一部改正に伴い、軽自動車、原動機付き自転車、二輪の小型自動車、小型特殊自動車の軽自動車
税の税率が引き上げとなりました。平成２７年度から次のとおりとなります。

最初の車両登録の指定を受けた月から13年を経過した車両は、平成28年度から下表の重課税率
が適用されます。

【問い合わせ先】
　税務課住民税係　蕁６３－１１１５

※初度検査年月について
　平成１５年１０月１４日以前に初めて車両番号を受
けた車両は、検査年のみの記載で検査月が記載されて
いません。その場合は、その年の１２月を検査月とし
ます。

Ｑ．原動機付き自転車や二輪車等に
ついては登録年月日は関係ないの？
　

Ａ．はい、関係ありません。
原動機付き自転車や二輪車等につい
ては、すべて平成２７年度より新税
率が適用されます。

Ｑ．平成２７年４月１日に三
輪以上の軽自動車を新規登録
した場合の税率は？

Ａ．平成２７年度から新税率
が適用されます。なお、平成
２７年４月２日以降に登録さ
れた車両については、平成２
８年度から新税率が適用され
ます。（軽自動車税の賦課期
日が４月１日であるため）

Ｑ．三輪以上の軽自動車の中古車を登録した場合、税
率はどうなるの？

Ａ．新車に限らず中古車も、購入した車両の最初の車
両登録の指定を受けた月によって決定します。
　自動車検査証の『初度検査年月』欄でご確認ください。

平成27年度から 軽自動車税の税率が改正されます



平和を、仕事にする。
陸海空自衛官募集
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納めた国民年金保険料は、全額が
社会保険料控除の対象です。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

発
行
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
２６
年
１
月
か
ら

１２
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自

身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶

者
や
ご
家
族
（
子
な
ど
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
と
き
に
必
要
な
も
の

保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
領
収
書
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
）

●
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
と
は

　
平
成

２６
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間（
※
）に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

１１

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
平
成

２６
年

１０
月
１
日
か
ら

１２
月

３１
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
方
に
は
、
翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
、
不
慮

の
事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

『
控
除
証
明
書
ダ
イ
ヤ
ル
』

　
蕁
０
５
７
０
―

０
５
８
―

５
５
５

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
平
成

２６
年

１１
月
４
日

（火）
〜

　
平
成

２７
年
３
月

１６
日

（月）

　
９
時
〜

１９
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
第
２
土
曜
日
の

み
９
時
〜

１７
時
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

１１（
い
い
）
月
３０（
み
ら
い
）
日
は
「
年

金
の
日
」
で
す
！！

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き

る
ほ
か
、
そ
れ
を
基
に
将
来
の
年

金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
幡

多
年
金
事
務
所
（
蕁
０
８
８
０
―

３

４
―

１
６
１
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
１１
月

１８
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係
　

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２

今
月
の
年
金
相
談

自衛官・予備自衛官補　募集中
18歳～54歳まで各種募集種目があります。応募資格、受付
期間につきましては下記までお問い合わせください。

【問い合わせ先】
　〒７８７－００３３
　四万十市中村大橋通６－３－７　
　　　　　　　とらやビル３階
　防衛省・自衛隊高知地方協力本部
　　　　　　　　四万十地域事務所　
　蕁０８８０－３５－３０９６　担当：佐藤

水道メーターの取り替え作業をしています

『上下水道ご使用量のお知らせ』に記載されているメー
ター番号が「Ａ１９－○○○」の量水器が対象です。

●水道メーターの取り替え作業中は水道が使用で
きません（１５分から３０分）。

●取り替え作業はご不在の場合でも、取り替えが
可能な場合は施工させていただきます。

【問い合わせ先】　水道課水道係　蕁６３－３５５２



講師　中野佐世子　氏

澤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

相談先 女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

対象者

電話番号

相談時間
など

平日　 　 　９時～２２時
土・日・祝日　９時～２０時

（年末年始は休み）

女　性
ＤＶ被害者である男性

蕁０８８－８３３－０７８３

こうち男女共同参画
センター「ソーレ」

女性向け　９時～１７時
男性向け　（予約制）
第１、３、４火曜日１８時～２０時

（第２水曜日、祝日、年末年始
　は休み）

女　性
男　性

女性向け
　　蕁０８８－８７３－９５５５
男性向け
　　蕁０８８－８７３－９１００

警察本部の総合相談係
（蕁＃９１１０または
　蕁０８８－８２３－９１１０）
最寄りの警察署の生活安全担当課

警　　　察 宿毛市人権推進課

暴力被害者 ＤＶ被害者

蕁６２－０２２５

夜間・休日は、当直員対応

緊急の場合は、１１０番へ

平日９時～１７時
（土・日・祝日、
（年末年始は休み）

～　あなたとあなたの周りの大切な人を守りましょう　～

ＤＶはあなただけでなく、子どもたちも苦しめています
　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。身体的な暴力
や言葉での暴力のほかにも、生活費を渡さない、外出を制限することなども、ＤＶにあたります。
　子どもがいる場合は、児童虐待にもつながります。今、ＤＶで苦しんでいるあなた、周りで苦しんでいる人
を知っているあなた、１人で悩まず、相談してください。

プログラム 内　　　　　容時　間

講　演　会

作品・パネル展示

テーマ　心のバリアフリー
　　～私たちが今すぐ出来ること～
講　師　中野　佐世子　氏

正和・貝礎・手代岡隣保館の交流
事業（生け花、折り紙、識字、書道
など）や児童館の子ども会活動で作
った作品、人権啓発パネルなどを
展示

０９：３０

１１：００

０９：００

１３：３０

〜

〜

　１２月４日（木）から１０日（水）までの期間は、
「世界人権宣言」を記念して、人権週間として
定められています。
　宿毛市では、差別のない、すべての人の人権
が尊重される社会を目指し、さまざまな取り組
みをしていますが、いまだに誤った知識や偏見
に基づく差別やいじめ、虐待、家庭内暴力など
多くの人権課題が存在しています。
　人権とは誰もが幸せに生きる権利です。人は、
みな平等であり、人権はすべての人に保障され
ています。一人ひとりがお互いを思いやり、認め合いながら、みんなの人権を大切に守っていきましょう。
　宿毛市では、この期間中に、講演会や市内の小・中学生の人権作文発表会を開催します。
　普段、何げなく過ごしている日々の生活を、人権という視点から眺めてみると、さまざまな問題に気付くと
思います。この人権週間を機に、今一度身近な人権について考えてみましょう。

＜講師プロフィール＞
東京都生まれ。高校生のときに手話と出会い、大学入学後に手話を始める。介護福祉
士を養成することを機に、高齢者の心と身体についても学び始める。現在、東京家政
学院大学で非常勤講師として障害児保育の講義を行うなど、複数の大学で指導・講義
を行っている。また、全国各地で人権講演会や企業研修の講師も務めているほか、
１９９０年にＮＨＫ教育テレビ（Ｅテレ）「手話ニュース」のキャスターとなり、現
在も出演中。

１２月６日（土）
人権フェスティバル開催！！

時　間　９：３０～
　　　　（受付９：００～）
場　所　宿毛文教センター

みんなで創ろう人権のまち
人権シリーズ 241

【問い合わせ先】　人権推進課　蕁６２―０２２５

人が人らしく生きるために…
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住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

災
害
時
の
病
院
は

　
野
戦
病
院
？
と
知
る
べ
し

　
ど
ん
な
災
害
が
発
生
し
た
と
し

て
も
「
け
が
人
は
先
に
受
け
付
け

た
も
の
か
ら
助
け
ら
れ
る
」
と
自

然
に
思
っ
て
い
る
人
は
結
構
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

災
害
医
療
の
現
場
で
は
、
も
う
見

込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
瀕
死
の
け

が
人
と
、
治
療
す
れ
ば
十
分
助
け

ら
れ
る
け
が
人
と
、
ど
ち
ら
を
優

先
し
て
助
け
よ
う
と
す
る
の
か
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
残
念
な
が
ら
、

病
院
は
、
助
か
る
見
込
み
が
な
い

人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
は
く
れ
な

い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
ト
ホ

ホ
…
そ
ん
な
無
茶
苦
茶
な
…
？
何

と
か
し
て
よ
っ
！
し
か
し
、
こ
れ

こ
そ
が
緊
急
非
常
時
に
お
け
る
病

院
の
実
情
で
あ
り
、
い
や
、
む
し

ろ
社
会
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
厳
し
い
現
実
だ
と
知
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
震
で
け
が
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
、
ま
た
は
家
族
に
け
が
人
が

出
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
と
に
か

く
病
院
に
行
っ
て
す
ぐ
に
治
療
を

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
人
情
と
い

う
も
の
。
し
か
し
、
も
し
も
、
そ

の
病
院
が
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
、

待
合
室
に
入
る
こ
と
す
ら
難
し
い

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
な
ら
、
通

常
の
病
院
治
療
と
同
じ
よ
う
な
対

応
状
況
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
と

思
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
「
災

害
医
療
」
と
い
う
も
の
で
、
あ
る

程
度
の
規
模
以
上
の
救
急
病
院
な

ど
で
は
、
大
災
害
時
に
ど
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
運
営
す
る
か
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
思
っ
て

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
い
か
に
し
て
救
う
こ
と
の
で
き

る
命
を
救
う
か
」
そ
れ
が
「
負
傷

者
の
選
別
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

災
害
現
場
で
の
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
・

医
薬
品
に
お
い
て
、
一
度
に
多
数

の
負
傷
者
を
助
け
る
た
め
に
は
、

緊
急
の
治
療
を
要
し
な
い
と
判
断

さ
れ
る
軽
傷
者
は
も
ち
ろ
ん
、
救

命
の
見
込
み
の
な
い
超
重
傷
者
に

治
療
の
優
先
権
を
与
え
な
い
こ
と

が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。
「
１
人

の
命
を
救
う
た
め
に

１０
人
の
命
を

失
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の

が
大
災
害
現
場
で
の
特
殊
事
情
で

す
。

　
そ
れ
は
被
害
者
の
側
に
と
っ
て

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
け
入
れ

が
た
い
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
が
、

負
傷
者
の
治
療
優
先
度
を
数
秒
数

分
で
決
定
し
、
タ
グ
（
赤
、
黄
、
緑
、

黒
）を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
医
師
た
ち
の
苦
悩
も
知
っ
て

お
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

宿
毛
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

　
役
員
代
表
　
河
野
典
生

　
寄
贈
の
お
礼

　
株
式
会
社
児
玉
組
お
よ
び
東
洋

建
設
株
式
会
社
か
ら
、
国
土
交
通

省
四
国
地
方
整
備
局
発
注
の
工
事

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
活
動
で

使
用
し
た
倉
庫
を
、
咸
陽
小
学
校

お
よ
び
咸
陽
保
育
園
の
防
災
備
蓄

倉
庫
と
し
て
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、

し
っ
か
り
と
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

●
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

１１
月
９

日
か
ら

１５
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
冬
を

迎
え
、
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器

具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
る
た
め
、
火
災
が
多
発
す
る
時

季
に
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
の
防
火
・
防
災
に
関
す

る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
万
一
発
生
し

た
場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
宿

毛
市
消
防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
あ
な
た
の
命
を
守
る

　
3
つ
の
習
慣
4
つ
の
対
策

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
い
ま
し

ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ

う
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
が
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
秋
の
夜
道
に
注
意
！

　
秋
に
な
り
、
日
が
暮
れ
る
時
間

が
早
く
な
り
ま
す
。
車
を
運
転
す

る
方
は
歩
行
者
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
道
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
を
す
る
方
は
、
反
射

板
や
ラ
イ
ト
な
ど
の
目
立
つ
物
を

身
に
着
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

防災コーナー 【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３―０９５１

第
１２
号

す
く
も

自
主
防
災
会
だ
よ
り



第
１４
回
大
賞
作
品

　「
盂
蘭
盆
会
（
ヤ
ー
サ
イ
）」
野
口
　

務

濆

withwith花へんろウォーク だるま夕日
ウォッチング

参加コース 集合場所 受付時間 スタート地点 時　間 ゴール地点 時　間

観自在寺～延光寺
【約28km】

午前
6：00～6：30 観自在寺 7：30 延光寺 16：30

福祉センター～延光寺
【約13km】 社会福祉センター

社会福祉センター

午前
11：30～12：00 社会福祉センター 12：00 延光寺 16：30

●観自在寺～延光寺コースは、社会福祉センター集合後、バスにて観自在寺に移動します。�  
●両コースとも延光寺に到着後、希望者はサニーサイドパークまでバスで送り、その後、社会福祉センターに送ります。

【問い合わせ先】　生涯学習課スポーツ振興室（総合運動公園内）　蕁６６－１４６７

開　催　日�12月7日（日）
申 込 期 間�10月1日（水）～11月21日（金）

参 加 資 格�健康で完歩できる体力に自信のある方
� ※小学生以下の参加は保護者の同伴が必要

参　加　費�５００円（完歩証、保険料含む）
� ※大会当日にお支払いください。
� ※未就学児は無料です。
定　　　員�各コース１００名（先着順）
� ※定員に達し次第、締め切ります。
申 込 方 法�所定の参加申込書に必要事項を記入の上、宿毛
� 市総合運動公園、または生涯学習課（宿毛文教
� センター内）に申し込みをしてください。

参加者募集中！

第
１５
回
「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕

日
及
び
宿
毛
の
四
季
」
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
宿
毛
湾
の
冬
の
風
物
詩
「
だ
る

ま
夕
日
」
や
、
山
・
川
・
海
そ
し

て
沖
の
島
・
鵜
来
島
な
ど
で
撮
影

し
た
、
宿
毛
市
に
関
す
る
写
真
を

大
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切

　
平
成

２７
年
２
月

１６
日

（月）
必
着

募
集
部
門

「
宿
毛
湾
だ
る
ま
夕
日
及
び
宿
毛

の
四
季
」
部
門

賞・
大
賞
１
点

（
賞
品
１
０
０
、０
０
０
円
の
商
品

券
＋
賞
状
）

・
金
賞
１
点

（
宿
毛
市
内
宿
泊
施
設
お
食
事
券

付
き
ペ
ア
宿
泊
券
＋
賞
状
）

・
銀
賞
１
点

（
宿
毛
市
内
宿
泊
施
設
ペ
ア
宿
泊

券
＋
賞
状
）

・
入
選
３
点
（
賞
品
＋
賞
状
）

・
佳
作
５
点
（
賞
品
＋
賞
状
）

・
宿
毛
市
観
光
Ｐ
Ｒ
写
真
賞

１０
点

　（
賞
状
）

審
査
員

　
岩
崎
　
勇
　
氏

　
（
高
知
県
写
真
家
協
会
会
長
）

主
　
催

　（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
一
社
）
宿
毛
市
観
光
協
会

　
蕁
６
３
―

０
８
０
１

寒
蘭
の
里

　
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

　
今
年
も
「
日
光
」
や
「
豊
雪
」
な

ど
、
寒
蘭
愛
好
家
が
１
年
間
丹
精

を
込
め
て
育
て
た
寒
蘭
が
全
国
か

ら
出
展
さ
れ
ま
す
。
自
然
石
の
展

示
と
寒
蘭
の
販
売
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
８
日

（土）
　

１３
時
〜

１７
時

　
１１
月
９
日

（日）
　
８
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所
　
宿
毛
市
和
田
体
育
館

主
　
催

寒
蘭
の
里
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

実
行
委
員
会

共
　
催

宿
毛
市
、
土
佐
愛
蘭
会
宿
毛
支

部
、
宿
毛
愛
石
玉
水
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

土
佐
愛
蘭
会

　
西
部
地
区
遅
花
展
示
会

　
寒
蘭
の
最
高
花
、
払
い
越
の
紅

花
な
ど
の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
６
日

（土）
　

１３
時
〜

１７
時

　
１２
月
７
日

（日）
　
８
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
市
民
体
育
館
武
道
場

主
　
催

土
佐
愛
蘭
会
西
部
地
区
（
宿
毛
・

窪
川
・
北
幡
・
西
土
佐
・
中
村
・

清
水
支
部
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
遅
花
会
事
務
局

　
蕁
６
５
―

８
１
８
７
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納
期
限

（月）
固 定 資 産 税 4期

国民健康保険税 5期

介 護 保 険 料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

12
1

〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp　〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

6、7、13、14、20、21、23、28、3112月

1、2、8、9、15、16、23、2411月

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※お昼休みも納付できます。

23（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
13（木）
27（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問 い 合 わ せ 先
1（土）
2（日）
5（水）
7（金）

8（土）

9（日）

10（月）

12（水）

13（木）

15（土）

16（日）

18（火）

19（水）

20（木）

22（土）

23（日）

24（月・祝）

26（水）

27（木）

29（土）

30（日）

宿毛高等学校創立70周年記念事業
第28回 四国少年少女レスリング選手権大会
宿毛市戦没者追悼式
男性のための料理教室

第4回市民ウォーキング

ストーリーテリング講座
宿毛工業高等学校創立60周年記念事業

寒蘭の里　とさ宿毛展示大会（～9日）

宿毛市クリーンデー
宿毛市小中学校ＰＴＡ連合会球技大会
第37回 西日本大会1部　幡多予選
　（軟式野球）（16日、30日）
第31回 宿毛川柳大会
第42回 宿毛市芸術祭
糖尿病教室（第2回）
ふれあい保育
ふれあい保育
育児相談
子育て支援と
　児童虐待防止に関する講演会
夜間市税納付窓口開設日
宿毛の歴史講座 2
宿毛まるごと産業祭＆Ｂ級グルメフェスタ
すくも俳句大会
出張年金相談

行政相談「一日行政相談所」

モラロジー生涯学習セミナー（～19日）
日本ウェルネススポーツ大学キャンプ（～21日）
あいさつ・声かけ運動日
通学路安全の日
日本ウェルネススポーツ大学VS高知大学
　交流試合（野球）
第10回 高知くろしおサッカー大会
　in 宿毛（～23日）
宿毛市体育協会　バドミントン大会
休日市税納付窓口開設日
第2弾 子育て支援イベント

求職者対象の移動相談

夜間市税納付窓口開設日
第6回 宿毛市長旗争奪、第9回 スクスイ
　カップ大会（少年野球）（～30日）
第4回 すくも探健元気ウォークラリー
子どもいけばな教室
食の講演会
2014宿毛市ミニフットサル冬季大会
糖尿病教室（第3回）

宿毛高等学校体育館
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
宿毛文教センター
新田公園（宿毛クリーン
センター西）（集合）
宿毛文教センター
宿毛工業高等学校体育館

宿毛市和田体育館

市内全域
宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

宿毛文教センター
宿毛市総合社会福祉センター
幡多けんみん病院
市内各保育園

宿毛幼稚園

宿毛文教センター

市役所税務課
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
市役所（市民課で受付）
宿毛文教センター
小筑紫基幹集落センター
ＪＡ高知はた宿毛支所
宿毛市野球場
市内全域
市内全域

宿毛市野球場

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園
市役所税務課
新田公園（宿毛クリーンセンター西）

宿毛文教センター

市役所税務課

宿毛市総合運動公園ほか

片島公民館（集合）
宿毛文教センター
宿毛森林組合
宿毛市総合運動公園
幡多けんみん病院

10：00
9：30

10：30
10：00

9：00

13：00
13：00
13：00

8：30

9：00

8：00

9：00
12：30
13：00

9：30
10：00
11：00

13：30

17：15
13：30

9：00
10：00
10：00

13：00

19：30

11：30

12：00

9：00
9：00

10：00

11：00

17：15

8：30

9：00
10：30
13：30

9：00
13：00

8日
9日

宿毛高等学校　蕁63－2164
（一社）宿毛市観光協会　蕁63－0801
福祉事務所　蕁63－1114
保健介護課　蕁63－1113

宿毛市体育協会　蕁63－5554

坂本図書館　蕁63－2654
宿毛工業高等学校　蕁66－0346

商工観光課　蕁63－1119

環　境　課　蕁63－1697
総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛川柳会　小島　蕁66－1046
生涯学習課　蕁63－3394
幡多けんみん病院　蕁66－2222
各 保 育 園

宿毛幼稚園　蕁63－2914

宿毛市民生児童委員協議会事務局
蕁65－7665

税　務　課　蕁63－1115
宿毛歴史館　蕁63－5496
産業振興課　蕁63－1117
すくも俳句会　篠田　蕁63－3001
市　民　課　蕁63－1112
松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 治　蕁67－1778
宿毛モラロジー事務所　蕁63－1038
総合運動公園　蕁66－1467
青少年育成センター　蕁63－4197
総　務　課　蕁63－0948

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
ワールドスマイル　 090－5910－0989
高知県経営者協会

蕁088－871－0987
税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

保健介護課　蕁63－1113
中央公民館　蕁63－2618
ゆうきで元気部会　蕁63－3331
総合運動公園　蕁66－1467
幡多けんみん病院　蕁66－2222

平成26年　11月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濟

＋１０（プラス・テン）で健康寿命をのばしましょう！

今より10分多く毎日身体を動かす　＋10（プラス・テン）

こうすれば＋10　　身体を動かす機会や環境は、身の回りにたくさんあります。

　普段から元気に身体を動かすことで、「からだの健康」、「こころの健康」が促進され、糖尿病、心臓病、脳卒
中、がん、ロコモティブシンドローム、うつ、認知症などによるリスクを下げることができます。

第4回
すくも探健元気ウォークラリーのお知らせ
開　催　日　１１月２９日（土）
受　　　付　９：００～９：２０
集 合 場 所　片島公民館
☆申し込み、参加費は不要です。雨の場合は、屋内で運動を
　行いますので、上履きをご持参ください。

【問い合わせ先】
　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３
　市民課保険係　　　　　蕁６３－１１１２
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職場で・・・ 地域で・・・ 仲間と・・・

自転車や徒歩で通勤する。
できるだけ階段を使う。

家の近くの公園などで、散歩
やサイクリングを楽しむ。

電話やメールだけでなく、外
出して顔を合わせたコミュニ
ケーションを心がける。

みんなで支える認知症

　答えは、②本人だと言われています。認知症にな
ったら何も分からなくなるというのは間違いで、物忘
れが増えたり、今までできていたことができなくなっ
たりする変化に、誰よりも本人が驚き、混乱している
のです。まず、その気持ちを思いやりましょう。

認知症の人への接し方

　認知症は感情が残る病気だといわれています。関わ
り方次第で症状の多くを和らげることができます。

介護はがんばりすぎないで

～認知症の方やその家族を支えるために地域でできる
こと～
　家族が認知症になったとき、責任感の強い人ほど「自
分が面倒を見なければ」と抱え込む傾向があります。
しかし、認知症は適切な介護を長期的に行う必要のあ
る病気です。介護者が追い詰められないためにも、心
配事や悩みがあるときは、気軽に相談してみましょう。
また、地域の皆さんも、認知症の方やその家族が困っ
ている様子が見えたら、「何かお手伝いできることが
ありますか」と声をかけてみましょう。特別なことで
はなく、それぞれが自分にできることを行い協力し合
って、誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮
らせるようにしましょう。

【相談機関】　
宿毛市地域包括支援センター　蕁６５－８８５５
宿毛市保健介護課予防係　蕁６３－１１１３
認知症の人と家族の会　世話人代表　
小島正子　蕁６６－０２０８
認知症疾患医療センター医療法人　一条会
渡川病院　蕁０８８０－３７－４６４９

認知症に一番最初に気づくのは誰でしょう？

①�家族　　　　②　本人　　　　③　周囲の人

認知症の方と接するときに

　　　　　心がけたい“３つの「ない」”

①驚かせない　②急がせない　

③自尊心を傷つけない
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心の健康相談のお知らせ

【相談窓口】
　宿毛市保健介護課健康指導係
　蕁６３－１１１３
　幡多福祉保健所　健康障害課　精神保健福祉担当
　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）　
　蕁０８８０－３５－５９７９

・・・・・ひとりで悩んでいませんか。
お気軽にご相談ください。
保健師による電話相談・面接相談は随時お受けしています。
保健所では、相談される内容によって、精神科嘱託医の相談も
行っています。

住まいの耐震対策をお考えの方はご相談ください。
○住宅耐震化の補助
　・耐震診断補助　・耐震設計補助　
　・耐震改修補助
○ブロック塀等安全対策補助
○家具転倒防止器具の取付費用の補助

耐震対策の補助　随時受付中！！

【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３－０９５１

12 月 の 保 健 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

母子保健

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

場 　 所 受 付 時 間日
19（金） 19：15～19：45宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

場 　 所 受 付 時 間日
3（水） 12：30～13：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

2(火)
11(木)
16(火)
25(木)

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

成人保健

各種検診はどこの場所でも受けることができます。
●平成26年度実施の健康診査などの申し込みをされていない
方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険証
が必要です。持参していないと健診が受けられませんので、ご
注意ください。

場 　 所 受 付 時 間日

9（火）
人数制限があるため予
約制です。受診票指定の
時間にお越しください。

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
幡 多 健 診 セ ン タ ー

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
1(月)
3(水)
5(金)
8(月)
10(水)
11(木)
15(月)
19(金)

25(木)

19：30～11：00
19：30～11：00
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～11：30
13：00～14：30

栄喜漁村交流センター
片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家

［健康相談］

場 　 所 受 付 時 間日

9（火）
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
幡 多 健 診 セ ン タ ー

［子宮頸がん検診］

19：30～10：30
13：30～14：30

場 　 所 実 施 時 間日
2（火） 宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［大腸がん検診容器配布日］

10：00～11：30

犬の引取り
●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

検　　　診 日　　程

大 腸 が ん 検 診

乳がん・子宮頸がん検診

胃 が ん 検 診

胸部レントゲンおよび肺がん検診

前立腺がん検診

９月２９日（月）回収分

９月１６日（火）

９月２５日（木）

９月０９日（火）

９月２５日（木）

各種検診の結果について
　次の検診について、精密検査が必要な方には通
知が完了しています。

【問い合わせ先】
　保健介護課保健衛生係　蕁６３―１１１３
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優勝賞金2万円優勝賞金2万円
ブリ・タイ各部門ブリ・タイ各部門

　今年も宿毛の産業が大集合！
　宿毛市内外から１００店舗以上が出店します。Ｂ
級グルメも昨年同様に開催し、今年は富士宮焼きそ
ばに加え、同じくＢ－１グランプリでおなじみの津
山ホルモンうどんも参加予定。
　当日は、市民体育館のアリーナと体育館前の広場
に出店ブースを設け、宿毛市の特産品の展示販売や、
そのほか産業製品の展示などを行います。
　皆さんでお誘い合わせの上、ご来場ください。

　今年も幡多地域外のＢ級グルメが大集合！
食欲の秋を満喫してください♪

福祉バザー、栄養士による栄養相談、肺・血管
年齢測定、犬のしつけ相談、花の苗の販売など

蜷０９：００～　オープニングセレモニー・もち投げ

蜷１０：００～　米のすくいどり
宿毛の新米を両手ですくいます。
激安！１回１００円！

蜷１０：００～　福祉バザー
ふれあいまつりコーナーで行います。

蜷１０：３０～　丸太切り競争
勝った人には賞品もあります！参加
申し込みは当日でＯＫ！

蜷１１：３０～　ブリ・タイのお寿司早食い競争
高知県内で生産量№１の宿毛産養殖
魚を使ったお寿司の早食い競争！

蜷１２：００～　宿毛湾の養殖魚大即売会
宿毛の特産品である養殖魚を格安で
販売します。

蜷１３：３０～　魚のつかみ取り（小学生以下）

蜷１４：００～　特産品争奪〇×クイズ大会
宿毛の特産品を狙って、〇×クイズ
に参加してみませんか？どなたでも
参加ＯＫ！

蜷１４：５０～　もち投げ

◆　日　時　11月16日（日）
　　　　　　9：00～15：00　
◆　場　所　宿毛市総合運動公園

Ｂ級グルメフェスタ出店者

【申し込み・問い合わせ先】　産業振興課　蕁６３－１１１７　✉ sangyou@city.sukumo.kochi.jp 

　宿毛の特産品養殖ブリとタイを使ったお寿司の早食い競争に参加してみませんか？
３分間で何個食べられるかを競います。

●ブリの押し寿司早食い競争（男性）　●タイのお寿司早食い競争（女性）
参加資格　　健康でユーモアのわかる１８歳以上
定　　員　　男性（ぶりの押し寿司）・・・１８名
　　　　　　女性（タイのお寿司）・・・・１２名　　※男女とも先着順です。
参加希望の方は「住所・氏名・年齢・連絡先（携帯可）」を電話かメールでご連絡ください。

出店予定
・津山ホルモンうどん
・本家宮崎肉巻きおにぎり
・土佐鴨塩ダレ焼きそば
・坂出金時焼き芋フリッター
・富士宮焼きそば
・中津からあげ
・博多ホルチャン
・博多焼きカレー

　など１６店舗が出店

ふれあいまつりコーナー

2nd SUKUMO Industrial Festival
宿毛まるごと産業祭＆Ｂ級グルメフェスタ

ブリ・タイのお寿司早食い競争出場者募集
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